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児童 ・生徒の人間関係を育てる指導の工夫

一児童 ・生徒が自己を表現できるための教師の援助 一

1主 題 設 定 の 理 由

教育課題分科会は,精 神薄弱学級,情 緒障害学級,難 聴 ・言語障害学級,通 常の学級 と様

々な学級担任で構成されている。各学級の児童 ・生徒の実態や指導内容 も様々である。各学

級や担 当す る授業における児童 ・生徒の実態を話 し合 ったところ,ど の学級の児童 ・生徒 も,

周囲の人々への関心はあるが,ど うはた らきかけてよいか,ま た,自 分をどう表現 してよい

か分か らない子供が多 く,人 間関係が まだ十分育 っていないとい う共通の課題が出された。

その中で,私 たちは,友 達同士遊んだ り,話 したり,助 け合 った りしなが ら,一 緒にいる

楽 しさを児童 ・生徒に感 じてほしいと考えた。人間関係を育てるための手立てが,様 々な視

点か ら出されたので,各 自の資料を基に討議を し,研 究授業を行い,研 究の焦点を探 った。

そこで,私 たちは,「 児童 ・生徒が自己を表現できる」 ことが,人 間関係が生 じるきっか

けを作 り,育 てて いく一っの重要な要素であると考えた。

そ して,自 己表現がで きるようになるための 「教師の援助」の在 り方を研究の重点 とし,

学級の実態を踏 まえて考えてい く中で,児 童 ・生徒の変容を観察 してい くことにした。

自分の考えや気持ちを表現でき,お 互いに相手を認め思いや ることがで きるような児童 ・

生徒同士の人間関係が育っ ことにより,児 童 ・生徒一人一人が生 き生 きと楽 しく学校生活を

送るようにな り,豊 かな心情が養われ,将 来の円滑な社会参加につながるであろうと考え,

研究主題を設定 した。

ll研 究の経過 と方法

研究の経過と主な内容

5月 事前研究による研究主題の検討 9月 公開授業 ・協議会

6月 人間関係論の討議,主 題設定の理由

の検討,研 究授業指導案の検討

10月 研究授業 ・公開授業

紀要プロッ トの検討 と原稿作成

7月 第1回 研究授業及び研究協議

指導の工夫の重点化

11月

12月

研究授業 ・公開授業,研 究報告原稿

作成 研究のまとめ

8月 人間関係についての資料読み合わせ

各自の指導案検討
L

1月

2月

研究発表内容の検討,資 料の作成

研究発表会
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川 研 究 の 内 容

1研 究の重点化

「人間関係を育てる指導の工夫」の中で,何 に焦 点を当てて研究を進あて行 くかを考え る

ために研究授業を行 った。

障害種別 ・ 精神薄弱学級(小 学校)

教科 ・題材 く体育科 〉動物体操,ス カイバルーンによる リズム運動,

協 議 会 の

要旨

人間関係を育てるための方向性について今後考えてい く必要がある。

指導の工夫では,教 材の選択,教 師の姿勢,サ ブリーダーの動き,児 童 ・

生徒のかかわ り方が考え られ,特 に教師の援助の仕方や役割に焦点を当て

る。

2カ.__.ド 操作による考i察と仮説の設定

研究授業や人間関係にっいての資料(幼 稚園教育要領,人 間関係論他)を 読み,人 間関係

を育て る要素 と自己表現で きるための教師の援助について考察 した。全員の意見が反映 され,

客観的な判断ができるとの理由から,カ ー ドを用 いて整理 し,仮 説を立てた。

(1)人 間関係を育て る構造図………人間関係を育て る要素を考察 した構造図が左図である。

児童 ・生徒の人間関係を育てていくためには,「 と人 間 関 係 を育 て る た め に は

もに活動す ること」を通 して,「 個人が集団を意識」

啄昏 轟 と蕪 臨 繕 三留器
ると考えた。そのために,「 情緒の発達」 「自己表現」

「社会性」 とい う3っ の要素が幹 となる重要な要因で

あると考えた。

そ して,人 間関係を育てるために必要な教師の援助

とは,日 々の学級経営の中で,「 共感 ・受容」の姿勢

をもち,子 供 との 「信頼関係」を築 き,必 要な 「声か

け」を して,励 ます 「評価」をすること,そ して,子

供が人間関係を作 りやすいよ うな 「場面」を設けるこ

とであろうと考えた。
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② 共通理解 したこと

①人間関係を育てる指導の工夫の中で,自 己表現を研究の重点と した理由

「情緒の発達,自 己表現,社 会性」の中で,学 級や児童 ・生徒の実態 を振 り返 ると,

自己を表現す ることが少なか った り,表 現の仕方が幼 いなどの実態がある。そ して,

自己を表現す ることは,人 間関係を生 じさせ,育 ててい く重要な要素であると考えた

ので,研 究の重点と した。

② 自分を表現す るとはどういうことか(定 義)

単に言葉によるコ ミュニケーションだけでな く,言 葉,文 章などの言語表現をは じ

め,身 振 り ・動作,音 楽への反応,リ ズム ・踊 り ・模倣 といった身体表現,絵 や工作

といった造形表現を含めて,他 の人に意図的に伝え る児童 ・生徒の表現 ととらえる。

③児童 ・生徒が自己を表現できるための教師の援助

自己表現できるための教師の援助」構造図

励まし

鯛

0
・要求への ・

個から全体へ

*意 欲を高める教材 ・教具の選定*集 団遊び
・教具*グ ループ活動

‡係活動

*雄 眠 連絡*困 る場面の毅定

*自 分で意思決定*自 分たちで評廣

團
醐轟

認める評価
意欲付け

次に,児 童 ・生徒が 自己を表現できるための教師の援助にっいて考え,構 造図と してまと

めた。 教師の援助の中では,「 自己を表現させることができる場面設定」を工夫す ること

が,授 業や日常の学校生活の中で重要なことととらえた。 この場面設定 には,主 に教材 ・教
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具の選定 にかかわること(意 欲的に取 り組める教材 ・教具の選択,言 語表現 ・造形表現 ・身

体表現などを促す教材 ・教具,集 団遊び,グ ループ活動)や,主 に教師の意図的な指導 に関

す ること(係 活動 をさせる,困 難な場面を意図的 に設定 し,児 童 ・生徒に意思決定させる,

自己評価など)が あ る。そ して,教 師の援助は,場 面設定を支える日常的な指導で児童 ・生

徒への適切な対応が大切であると考えた。

具体的な指導 としては,表 現 しやすい雰囲気作りを含む 「学級作 り」(学 級経営),子 供

の状況に応 じた 「個への対応」,子 供たちの表現,感 情への 「共感 ・受容」,今 後の意欲を

高める 「評価」などが挙げられる。各々の学級の実態 に応 じて,こ れ らの教師の援助が授業

のどの場面で生か され,児 童 ・生徒が変容 したかを把握す ることにより,私 ど もが考察 した

仮説を検証 していくことにする。

lV指 導 事 例

以上のよ うな考察 と仮説の設定の共通理解を もとに,全 員が研究授業を実施 し,考 察を加え,

仮説を検証 した。その中か ら,精 神薄弱学級での2回 の実践事例をここでは取 り上げる。

1A小(精 神薄弱学級)体 育科の授業

{D指 導案

①単元名 基本の運動(用 具を操作する運動)「 仲よくキャッチボール」
ゲーム 「5組ポール」

②単元のおらい

③学級 の実態

3名 とも友達 と一籍 に活動す る楽 しさは感 じてい る。集団で の活 動においては助 け合 った り.励 まし合 った りする場面が見 られ

る.体 育 の授業にお いても,教 師 が意図的に 「友連 の勘 きをよ く見 る」 「友 達 の よい点 を 探 す 」といった点を重視 して指導 しZ

いる.各 々 の子 供 た ち がお 互 いの個性 を認め合い,協 力 して行 動 してい こうとす る意織 が もててい る.5名 は 自分 の気持ち を言

葉 で伝 える ことがで きるので,今 年度か ら係や当番 の活動 を複数 で行 わせ た り,グ ループ分 けな どを児童 が話 し合 って決 める機会

を多 くもつ ように した.し か しまだ,相 手の ことを考 えて行 助で さる場面 は少 ないので,指 導 中で ある.

④ 単元につ いて

「キ ャッチボー ル」は,技 能的な向上 のみをねら うのであれば,同 程度 の技 能の児童が組 んで 行 うことが有効 であ る.し か し,

「仲 よくキャ ッチボール」では,組 み合せ を児童 に任せ,相 手 が捕 れるポールを投げ ることをね らい にしているので,相 手 によっ

てポール の投 げ方 をか えなければな らない場合 が出て くる。 これは.相 手の ことを考 えて行 勤(表 現)を 工 夫 す る とい う点 で,

人間関係 を成立 させ ようとす る自己衰現(身 体的表現)で あると考 えたか らで ある.

「当た,た ら捕 りに行 けポー ル」 は,バ ス ケッ トボール の一場面 を取 り上げて ゲーム化 したもので ある。様 々なチー ムを作 るこ

とがで きるため,チ ーム作 りのための話 し合いの場 を設定 する ことがで むる.ま た,仲 間 と競争 する場 を設定す るこ とによ り・児
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童 の意識 を 「よりよい動 き」に注 目させ る ことがで きるので はないか と考 えた.

「5組 ポー ル」はバス ケッ トボー ルの 「シュー トが入 ったときの嬉 しさ」,「 味方 にパ スが通 ったときのお も しろさ」を学級の

児童 にも味 わわせたい と考 えて殴定 した単 元であ る.作 戦 を立 てる場面 では,勝 つ とい う目的があ るので,児 童 の積極 的な話 し合

いにな り,自 己表現の機会 にな る と考 えた。運勤技能面で の違 い もあ り,児 童 同士 で作 戦を立てて い くことは難 しいが,教 師が か

かわ ってい くことに より,お 互 いのカを認 め合いなが ら物事 を進 めてい く態度 を育成 してい くことを意 図 してい る。

⑤本時 の指導
・本 時のね らい

基本 の運動 「仲 よ くキ ャッチボール」

O相 手が捕れるようなポールを投げる。 O友 達のポールを受けて考えたことを発表する。

技能Oチ ーム メー トと協力 して攻め方の工夫 をす る。 ○チーム分けや作戦などをみんなで話し合 う。

・展 開 (★→主指導者 ・☆→補助指導者)

学習内容 教師の援助 自己表現に閨連 した教訪の援助 児童の活動

○集合し,整 列する。

○あいさつをする。

O本 時の学習内容を知

る。

O準 備運助をする。

05組 体操をする。

○学習 の流 れを知 らせて意

欲 をもたせる。

O★ はN,D.を 中心に指示

し,☆ は,そ れ以外の児

童 の指導 を行 うs

O教 師 も児童 と一緒に5.組

体操 を行 うが,全 体 も見

回す。

○児童の代表に準備運動の号令をかけ

させる.

○普段決まっている組み合わせを変え

て,5組 体操を行わせる.

Oお 互いに合図しながら,2人 組の運

勤を頑張るように声をかける。

O隊 形が変わる時には,友 達の位置を

確魁させ,ぶ つからない位置に移動

するよう促す。

O号 令 をかけ る児 童は,的 確に指示

をす る。で きて いない友達には個

別 に指示 をす る.

02人 で合 図を しながら行 う.

02人 組の時には2人 で台図 を しな

が ら,ま たは1人 で位置 を決める。

O「 仲 よ くキ ヤッチボ
ール」 をす る0
・キ ャッチボ ールの

相手 を決 める。
・キ ャッチボ ールを

する。
・相手 を替 えて,キ

ャッチボール をす

る。
・話 し合 う。

○児童同士で相談 して決めさせる。

○友達の捕れるようなポールを投げる

よう声をかける。

O前 回と違う相手になるように声をか

け組み替えをさせる.

Oみ んなを集め,話 し合いをさせる。

06人 で集 ま り,チ ーム を決 める.

0相 手 を確昭 して,ポ ール を投げる。

O相 手に よって,投 げ るポー ルを変

えてキ ャYlチ ポ ール をす る。

○友達 が頑張 った ところや 自分 の感

想 を発衰す る。 またそれ を聞 いて

拍手 する。

O「 当 たったら捕 りに

行けポール」 をする。
・2人 組のチ ームを

3つ 作 る。
・ゲーム をす る。

・話 し合 いを する。

O「5組 ボー ル」をす

る.

・用具 の準備 をす峯

O★ は司会世にな る。☆ は

児童 の発褒 した ことに積

極的 に同意する。

○児童 同士で決 まらな いよ うであれば

助言 し,納 得い くまで話 し合 わせ る。

O審 判 のチームには,よ い動 きを見つ

ける仕 事 もあ ることを砲認 させる.

O発 衰 しやすい雰囲気 をつ くり,発 衰

した ことは認め てあげるよ うにする。

O力 を合 わせて用意す るよう促 す。

'

Oポ ールを良く見て素早 く捕りに行

く.

Oゲ ーム終了毎に審判に判定をさせ
気がついたことを発表させる。

O気 が付いたことを発衰 したり,人

の模倣をしながら答えたりする。

O友 達に戸をかけ合いながら,力 を

合わせて用意する。
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・チーム分けをする。 ○児童で相談 して決めさせる。
・今 までのルールに O児 童 によってルールが異な ること

ついて確認する。 の確認 をする。

・今 まで頑張 って き ○表 を使 って確認させ る。

たことを発表 する。 ○最後に衰を使って確哩さ ○設定できない児童には,何 を頑張れ 0各 々で自分の目標を設定する。

せ,本 時の自分の 目標 を ばいいか友達に言わせ,本 人には確

決 めさせる。 認 する.
・5組 ポール(前 半) ○★は審判役,☆ は児童の 0チ ームのメ ンバー を活 か した有効な 【ゲー ムの中での児童 の動 き】

をする。 プ レーの良い勤 きを見つ 攻 め方があ ったら,皆 の前で認 める。 ●バスをもらいたい時は名前を呼ぶ。

け誉めたり,個 別の指導 ●ポ ールや友達 の動 く方向に勘 く。

をする。 ●ボールや友達の動きを良く見て,

有効 なバス をす る.

●バ スのカ ッ トを しよ うと頑 張る。

● ゴール前でパ スをも らい シュー ト

しよ うとす る。

・感想を言 う。 O前 半のプレーの感想を言わせる. O頑 張 うた ヒころを発 表す る。
・作戦会議 をする。 ○ ★ と☆は,2つ のチーム ○チー ム毎 に作戦 を立 てさせ る。 ○前半の様子から,自 分たちが頑張

に分かれ,児 童の意見を 〇十分に活動できない児童については りたい ことを発表 する。

まとめながら作戦会議を 同 じチー ムの児童 に声 をか け,活 躍

進 める。 で きる場 をチームの中で考 えさせる。

・5組 ポー ル(後 半) O作 戦会議で話 し台 ったことを頑張

をする。 る。

O学 習 のま とめをする。 ○★ は,個 々の 目標 とチー O頑 張 ったとこ ろを発表す る.

ムの目標に対しての感想

を分けながらまとめをす

る。 ☆は児童の発表 した

こ とに積 極的に同意する。

O学 習 の まとめを し, ○ 各 の々頑張ったところを誉

次時 の予告 をす る。 め,次 回への意欲を高める。

○★は体青技能面での評価

を行い,'☆ は人問関係面

での評価 を行 う。

O整 理運動をする。 O指 示を児童にさせる。

0あ い さつ をす る。

・評価

蓋本の遅動 「仲 よ くキ ャッチボール」

○相 手が捕 れ るポール を投 げるこ とがで 善たか. O友 達のポールを受けて考えたことが発表できたか.

ゲー ム 「5組 ボール」

技 能Oチ ーム 雲一 トと協力 して攻め方の工夫 をす るこ とが

で きたか.

Oチ ーム分けや作戦などをみんなで話し合 うことがで

きたかe
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〔2)協 議会における考察

①教師の援助と児童の 自己表現の様子

この授業では,ボ ールゲームを通 して,児 童が考えたり,選 択 した りする場面を設定

し,児 童に解決の方法を探 らせた。その中で,児 童の自己表現 と して,主 に,自 分の思

いや気持ちを自分の言葉で表現 させることをね らいと した。

具体的にはチーム分けのときや,ゲ ームのルールを考えるときに,児 童の意見を聞き,

基本的に受 け入れていくことに した。教師の発問 も,「 その時 どう思 った?」 「どう

して?」 など,児 童の言語表現,感 情表現を引 き出す ものが多か った。

リーダー的な児童があいさっや準備運動の ときに,自 分の役割を意識 して行動 し,友

達にはたらきかけることがで きた。 また,チ ーム分けを自分たちで話 し合って決めたり,

作戦会議を した り,感 想を言 った りす るなど,言 葉による自己表現が多 く出ていた。友

達 と組んで体操を したり,チ ームプ レーを した りすることにより,友 達を意識 した行動

も多 くみ られた。例えば,2人1組 の活動では,友 達の声かけに応 じて動 いたり,相 手

を選んでボールをパス した りする行動が見 られた。

体育の授業で も,自 分の思いや気持 ちを自分の言葉で表現できるように取 り組んでき

た。以前 は 「先生,こ れどうするの?」 と教師を介 して話 し合いを して いたが,友 達の

良 いところを認めて話 し合いがで きるようになって きた。 日常生活において も,児 童同

士で進んで話 し合いの場をもっなど,学 級の集団としてまとまりがで きて,人 間関係が

深 まってきている。

②考察

この授業では,児 童が話 し合 う場面を多 く取 り入れていた。 しか し,話 し合った内容

が,成 果 としてその後の授業の展開に生か されていたかについて は,ま だ十分評価でき

ていない。児童にとって,話 し合いが目に見えた具体的な成果となって,意 欲に結びっ

けられるような教師の援助が大切である。そのためには,相 手に伝わ りやすい内容,表

現の仕方を学 び取 らせ る必要が ある。少ない言語表現 しかで きない児童に対 しては,教

師が適切に表現 した言葉 に直 して,全 体に返 してい くことを心がけるべ きである。

また,子 供たちを受容 してい くことに関 しては,何 を もって受容 とす るか,今 後検討

す る必要がある。例えば,児 童 に意見を最後 まで言 わせ るだけでよいのか,受 容す ると

いうことは,言 動 に現れてきた部分だけを受け入れてい くことを意味す ることなのかな

どの点である。
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さらに 教師が,児 童の言動をどの ように受け入れ,全 体に返す ことが望 ましいのか,

また,児 童の意欲に結び付いてい くような自己評価の させ方 とはどんな援助をすれば良

いのかなどが,課 題 と して挙げられた。

2B小(精 神簿弱学級)遊 びの指導の授業

(1)指 導案

①単元名 カー ド遊び(神 経衰弱)を しよう

②単元のねらい
・ゲームの方法を理解させ、みんなでゲームをする楽しさを味わわせる.

・自己表現をさせながら他の児童 との人閲関係を漂めさせる.

③学級の実態
ゆ

1学 年 か ら6学 年 まで針8名 の児 童が在籍 してい る。 ほとんどの児童が 日常的な ことで あれば言語指示 が理癬 で きる。情緒 的に

は比較的安定 していて・ こじん まりとまとまってい る。大人の提助 があ れば簡単 な集団遊 びを全員です ることがで きる。

しか し,個 々の対人閨係の発連段 階をみる と,ま だ自己中心的で,周 囲の ことに関心 をもった り,相 手 の気持 ちを考 えて行動 し

た りする ことが苦手であ る.

児童同士のかかわ り方 をみ る と,
・自分に逆 らわず 自由にな る児童 と一緒にい たが る。
・他の児童の しゃぺ り方や ち ょっとした しぐさを真 似する.

・ち よっ と叩い たり,触 った りして反応 を楽 しむ.

とい うよ うなパ ター ンがある.こ の ように,幼 いレベ ルで はあ るが,他 の児童 と何 らかのかかわ りが もてる児童が多 い。

④単 元について

「神経衰弱」は,同 じ絵 のカー ドが出れば もらうこ とがで きるとい う簡単 なゲームであ る。 この ゲームに勝 つ ため には,自 分以

外の人が カー ドをめ くっている時に よく見て いなければな らない。常 にめ くっている人 を意識 し注 目させ ることがで きるのでは な

い か と考 えた。

また,カ ー ドが合 った時 に 「や った!」 とか 「うれ しい」 「す ごい」 と言 った り,カ ー ドが合わ なか った時にrざ んね ん」 とか

「～だ と思 ったのに」 「くや しい」 と言 った りするなど,喜 びや悔 しさを自発的に褒現 で きる場面 が多 くあ ると考 えた.

さらに,チ ー ム対抗戦 にする ことに より,激 励,協 力,共 感な どの気持 ちを褒 現する場面 も生 まれる と考 えた.自 分が 取れな く

て もチーム として勝 てるこ ともあ るので,満 足感 を与える ことので きる機会 が多 くなるのでは ないか と考 えた。

⑤ 本時の指導
・本時のね らい

ルール を理解 してゲームをす る。

カー ドが合 った時,合 わなか った時の気持 ちを何 らかの形で表現 する。

チームの仲問 と協 力 して楽 しくゲーム をする.

・展開

学習内容 教師の援助 自己衰現に関連した教師の援助 児童の活動

Oあ いさつをす る。 O教 師の目を見るように促 O日 直が号令をかける。

す. ○礼 をする。

O神 経衰弱ゲームをし ○ 「楽 しく遊ぽ う」 と盛 り

て遊 ぶ ことを知 る。 上げ る。

Oチ ーム分け をする。 O自 分で決めちれない児童を誘 うよう O赤 チーム,白 チームの どち らがい

に他の児童 に声かけ をす る。 いか 自分で言 う。

Oコ ーチ招介 をする。 O補 助の教師がコーチとし

てチーム に入 る.

Oチ ーム内の順番を決 Oジ ャンケンで決 めるよ う

め る. に ア ドバ イスをする.

Oル ール の確認 をする。 ○約束表を示す。 03つ の約束 を言 う。

O「 神経衰弱」の準備 Oカ ー ドがいつもと違う学芸会の配役 Oカ ー ドを見 る。

をす る。 カー ドである ことを話 し,f自 分 の ○ 絵 カー ドを見て言 う.

カー ドは取 ろ う」 と意欲 付 けなが ら O自 分の配役カー ドが出たら手を挙

示す. げ る。

O発 衷の後,学 芸会で頑張ったことを O学 芸会について話す.
誉 める。 発表で きな い児 童について ○ カー ドを受け取 る。

は,教 師の質問に答 えさせた り,他 Oカ ー ドを好 きな場所に置 く.

の児童 に言 って もら う。

○先攻を決める. ○ 「ジ ャンケンマ ン」 を決 ○各 チーム 「ジ ャンケンマ ン」 を出
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め させ る. す.

Oジ ヤ ンケンの勝敗 を言 う

○ 「神 軽衰弱」 をす る。

一

Oコ ■チ は相手 のめ くったカー ドをよ

く見 るこ ヒや,チ ー ムメイ トには教

一

〇韻讐にゲームをする。

0自 分が取れた時に喜び,取 れなか

えて あげるよ うに話す. った時には残念がる.

O釦 一 チは一緒に喜ん だ り悔 しが った Oチ ームの仲聞が取れた蒔は喜び,

りす る。 取れなかった時は残念がる馨

0ゲ ームの判定をす観 ○ どち らが多 いか,並 ぺな Oチ ー ムの1番 の児童が カー ドを並

が ら数xさ せ,比 ぺ させ べ,み んなで数 える。

る。 0勝 ったチームは万歳 をする0

O負1ナ たチームは拍手 をする。

s目 の準儀をす o配 役カー ド以外に擁えたいmド が

るs あるか聞 き『、あれば加 える。

02回 戦目をする。 O順 番にゲーム をする。

Oゲ ー ムの粍 定をする。 ○ どもらが多いか,並 べな ○ チームの Σ蓄の児童 がカ・一ドを並

が ら数 え させ,比 ぺ させ ぺ.み んなで数 える.

る0 O勝 ったチーム は万議 をする。

○負けたチームは拍手をする.

一

〇 ま とめをす る。

一

○協力 し台 った点 な どを誉める。 O先 生の話を聞く。

O他 の子が め くってい る時,よ く晃る ○ 次の笥訥ま,も っと取 りたい と思う。

必要が あることを知 らせ る.

0あ いさつ をす る。 O日 蔵が帯令をかける。

・評岱

ル ールを理解 して ゲームがで きたカ㌔

ゲーム中の気持ちが表現で きたか。

チームの仲間 と仲 よくゲームがで きたゐ㌔

(2}研 究協議会記録

①教師の援助 と児童の自己表現の様子

この授業は,絵 カー ドによる神経衰弱のゲームをチーム対抗で行い,そ の中で,ゲ ーム

の楽 しさを味わったり,自 己表現を したりしなが ら人間関係を深めるというね らいを設定

した。特に,「 自分の気持ちを表現すること」,「 相手の行動に注目す ること」を指導の

重点 として本時の展開を計画 した。

具体的な教師の援助 として は,ま ず第一に,神 経衰弱とい う単純で分か りやす く,し か

も自己表現する機会の多いゲームを選んだ ことであ る。そ して,自 分たちが頑張 った学芸

会の劇の絵 力0ド を用意 したことである。児童の 「や りたいj,r取 ってみたい」という

ゲームに参加す る意欲を高あるための工夫である。第二に.本 来は個人対抗のゲームをチ

ーム対抗にす ることによって,友 達にカー ドの場所を教えた り,分 からないときには聞い

たりして,児 童同士がかかわる場面を多 くした ことである。また,同 じチームの友達 に対

して,激 励 協力,共 感などの気持ちを もたせることにより,自 己表現が多 く見られ るの

ではないかと考えた、第三に,教 師は,常 に児童の気持ちを受け入れ,一 緒 にゲームを楽

しむ ことによって,自 己表現 しやすいよ うな雰囲気作 りを心が けた。
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このよ うな教師の援助 に対 して,発 達段階や障害の状態が違 う8人 の児童が,全 員45

分間の授業を最後まで集中 してゲームを楽 しむ ことがで きた。また,自 分の気持ちや意思,

友達へのはた らきか けを言葉や動作,表 情に表 して,さ まざまな自己表現をす ることがで

きた。例えば,児 童 は,カ ー ドが合 うと素直 に喜びを表現 し,合 わないと悔 しさを言葉や

態度で表 した。 また,チ ームや順番を決め る場面で は,自 分の意思をはっきり言 うことが

できていた。さらに,ゲ ームの中では,友 達にカー ドの場所や順番を教えたり,励 ました

り,共 感 した りす る様子が見受けられた。

②考察

・児童の興味 ・関心 に基づいた学芸会のカー ドを使 ったことが
,意 欲を高あ,ゲ ームを

楽 しませるために,有 効であった。 自分の好きな電車のカー ドにこだわ るのでないか

と心配 されたT児 も,学 芸会の絵 カー ドが気に入 り,ゲ ームに積極的に参加 していた。

・教師が,一 人一人の児童を大事に し,普 段の学級経営の良 さが授業の中に出ていた。

児童の実態(能 力や適性,興 味 ・関心など)が よく把握 されていて,一 人一人に応 じ

た学習内容や発問が考えられていた。 どの児童 も,無 理のない,自 然な形での参加が

できていた。

・授業の展開がテ ンポよく進め られ
,す べての児童が最後 まで集中 して学習で きた。

「ゲームを楽 しむ」ことに重点が置かれ,そ の場面に絞 っていた。

・児童が自己表現 したことに対 して,教 師が共感 ・受容の気持ちを もって接 していた。

温かな雰囲気の中で授業が行われたので,児 童 はのびのびと自由に自己表現す ること

ができた。

・M児 は,学 級集団の リーダー的存在であるが,い っ もは比較的自己中心的な言動が多

い。 しか し,今 回の授業では,友 達を意識 したり,は た らきかけたりす るなど,友 達

の ことを考えた発言や行動が多 く見 られた。

・自分が加えたいカー ドを発表す る場面で,M児 は,隣 の友達に自分の希望を言 って も

らおうとはた らきかけた。 このことは,社 会性の面か ら見ると自己中心的であるが,

自己表現という面だけを考えれば,何 とか して 自己表現 して実現 させたいという意欲

の表れであ り,周 囲の友達を意識 した行動 と言える。

3公 開授業での実践記録

学級の実態 に応 じて,児 童が自己表現で きるための教師の援助を焦点化 し,そ れぞれの

学級や児童に対 して,有 効な場面設定や援助を検討 した。
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勧 学校 際 の1

精神薄弱学級 意図

比較的自己表現はできるが,人 前で 自信を もって表現で きない児1

童→共感 ・受容の姿勢 意欲付け,雰 囲気作 りが焦点。

生活単元学習

1l

I

場 面

{設 定
f

(身体表現)1年 生を招いて,劇 を演 じたり手あそび歌を一緒にi

I
歌って 醗 らしい躰 麹 をさせる・1

〈音 楽劇>1

[は らぺ こ

あおむ し

,〈 手遊 び歌 〉}

iウ ル トラマ ン1

の よ まわ り

1{
}

子供たちだけで協力 して,劇 や歌を一緒 にさせる。

i教師の1(共 感.受 容)児 童の醗 的な発想や活動を認めっつ泊 己表現

援助 が他の人に伝え られるように手助けをする。

(意欲)児 童が意欲的に取 り組め.皆 が課題 とで きる教材の選定。・

(学級作 り〉劇の衣装,道 具 照明等の雰囲気作 り。Eの 前

で発表す る等児童がのびのび と自己表現で きる環境設定。

}

一

ま

児童の1・ 他の児童の動 きを模倣 した表現 もあ ったが,自 分 らしく楽 しく

自己 歌 った りして,生 き生 きと活動 していた。

表劇 ・交流繭 樋 してs分 の訓 たし・ことを獺 しつっ序 鯛
1

士の自然鮫 流ができた・ 一

,② 小学校 授業の 周囲の児童に対 しての 自己表現が少な く,友 達関係を育てに くい

精神薄弱学級 意図 児童→全員で力を合わせる場面設定,発 問の工夫,意 欲に焦点。

面

定

場

設

<ボ ー ル

tリレー 〉 、教 師の

〈鬼 ご っこ〉 援 助

1(問 題解決)困 った場面で 自分な りに考えたことを発表す る。

友達 の話 を聞 いて考 えを深 め る。

・(共 同作業)声 をか けApっ て,い っ しょに濤動 す る。
1

児童の

自己

表現

(個への対応)発 問の工夫・=具体的でわかりやすい問題提示。

一人一人の考えを大事 にす る
。

(評価)で きた点,努 力 した点を認めて誉める。児童同士で も相

互評価させ,友 達の頑張った点を認めさせる。具体的で

分かりやすいめあてを もたせ,自 己評懸させ る。

・自分の問題 としてよ く考え,友 達の話 も聞いた上で,自 分の考

えを積極的に発表で きた。

・手伝 って もらいたいとき,自 分か ら声をかけることがで きた。

・自分か ら意思表示 し,行 動で表現す ることができた。
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③中学校

精神薄弱学級

1授 業の

意図

比較的理解力があるが,経 験が少な く自信が もてない生徒→場面

設定 ・個への対応 ・雰囲気作 りに焦点を当てた。

生活単元学習

く宿泊学習 〉

(移動教室)

・持ち物調べ

場面

設定

(言語表現)K.T君 が司会役 とな り,問 いかける場面を意図的

に設定 した。

(教材の工夫)ク イズ形式や持ち物表の工夫で意欲を もたせた。

教師の

援助

(個への対応)K.T君 の気が付かない部分をさりげな く助言 し

表現力(言 語)を さらに伸ば し自信をつけさせる

よ うに した。

生徒の

自己

表現

・K .T君 は授業が進むにつれて,表 情 も和 らぎ,言 語表現 も活

発になってきた。

・全員に質問ができ,皆 の前で話すことに少 し自信が もてたよう

だった。
1

④中学校

通常の学級

1授 業の

意図

友達 と協力 して作業す る時に,自 己表現が苦手な生徒

→班活動,グ ループの工夫,評 価に焦点を当てた。

美術科

く絵画〉

共同制作によ

る壁画作り

場面

設定

(班活動)私 的なグループだけでな く,作 品の中での 「隣 り組」

やテーマ別 グループを作 り,そ の中で話 し合いをする

場面を多 く設定 した。

教師の

援助

(学級作 り)・ グループの工夫

①好 きな もの同士で授業を開始す る。

②制作班 テーマ班など班を作 り替える。

③生徒同士ではかかわりを もてない時は,教 師が加

わ り相談 させ る。

・雰囲気作 り 発表会で展示,評 価 し共に喜ぶ。

(評価)作 品の良いところをみんなの前で誉める。

生徒の

自己

表現

・教師の言葉がけをきっかけに,生 徒同士が活発に話 し合い,気

持ちを伝え合って作品を作 っていた。

・H君 は,授 業のは じめに,教 師が作品の合わせ方を示す とその

後2～3回 自分で合わせ に行 った。
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⑤小学校1授 業の 学級活動の話 し合いの仕方が分か って きた1年 生→

通常の学級 意図 言語表現教材,共 感 ・受容 個への対応に焦点を当てた。

学級活動

〈話合い

活動 〉

「おみせやさ

んごっこを

しよう」

場面

設定

(言語表現)・ 「だれが何屋 さんになるか」を議題 にして,ど の

=発 表 ように して決 めたらよいか,自 分がや りたい店を

決める等を話 し合う。

教師の

援助

(共感 ・受容)頑 張 って発言 した友達を発表 して拍手する。

少数意見 も大切に しなければいけないことに気付

かせ る。

(個への対応)話 し合 う内容を事前に知 らせ,自 分の考えをまと

あさせて,安 心 して発言で きるようにす る。

(意欲)興 味 ・関心のある議題を選ぶ。

児童の

自己

表現

・自分の考えをカー ドに書いたり考えを発表 したり して活発な学

級活動であ った。

・友達の意見に対 して うなず きなどの身体表現を していた。

・友達の意見に対 して,賛 否の意見を言 っていた。

1⑥小学校難聴 授業の なめ らかに話せない不安か ら,自 分の気持ちや考えを表現で きに

1
言語障害学級 意図1く い吃音の児童一遊び樋 して論 表現 発問の工夫に鯨

■

養護 ・訓練 場面 (言語表現)自 発語や感情表現を伸ばすために,対 象児の興味の

設定 ある野球遊び,短 い語句で表現で きるような物当て

遊び,韻 律文を応用 した流暢な音読を させる。

<遊 びの 教師の (発問工夫)そ の時々の吃音の状態に合わせて,児 童が短い語句

指導 〉 援助 で応答で きるように話 しかけの工夫をす る。

野球遊び (共 感 ・受 容)話 しか けて きたと きに,じ っ くり聞 く。

物当て遊び

なぞなぞ遊び 児童の

自己

i表 現

(意欲)流 暢に読める意識を もたせ自信をっ けさせ る。

・バ ッ トに当てた り,遠 くへ飛ば したりす ることがで きると表情

が緩み,自 発語が増 えた。

・名称が分かると笑顔が見 られ,話 そ うとする意欲 も起 こり,戸

も大 きくなる。
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⑦小学校通級

情緒障害学級

授業の

意図

発達段階に比べて,自 信がな く自ら自己表現で きに くい児童

→場面設定(教 材の工夫) ,個 への対応に焦点を当てた。

養護 ・訓練

くゲ ー ム 〉

・おね が い

トラ ンプ

・タオルか け

ゲ ーム

場面

設定

(教材の工夫)個 への対応に焦点を当てた。

(集団遊び)ゲ ームの中で,子 供同士でなければ解決できない場

面を設定。ゲームの新ルールを話 し合って作る。

教師の

援助

(個への対応)子 供同士の話の整理をする。話 し合いの時に,皆

に分かる言葉に直 し,全 員に返す。

自己表現できに くい児童 には,言 葉を引き出す声

かけを したり,自 己表現を待つ。

(共感 ・受容)子 供の興味に教師が合わせ受け入れ る。

児童の

自己

表現

'リ ラックス してして 感想や感情が憩 こ出てい燃 おどける1

ような自己表現 はどこまで認めるか。 「

・他児の言葉や動作に刺激 され,繰 り返 している児童がいた。

⑧小学校通級

情緒障害学級

授業の

意図

規制 されることを嫌い,集 団で活動することが苦手で友達 とかか

わるより一人を好む児童→場面設定,個 への対応が焦点。

i
i

養護 ・訓練 場面 (言語表現)カ ルタを児童 自身の言葉で作 らせ,発 表 させる。

設定 一緒に遊んで欲 しい先生を誘いに行かせ る
。

〈ゲーム 〉 (集団遊び)遊 びの中で,自 然 に話 し合 って決めたり,譲 ったり

・カ ル タ
我慢 した りするという経験をさせる。

・花 いち もん 教師の (個への対応)カ ルタの文を作 るとき,先 生を誘いに行 くときに

め 援助 一一人 一人 の児童 の能 力 にあ った援助 をす る
。1

(教材の工夫)児 童が興味 ・意欲をもてるような身近な友達や先i

生の写真を絵札 に使 う。

(共感 ・受容)教 師 も一緒 に楽 しく遊ぶ。 「誰が欲 しいか」を決

める話 し合 いが うまくいかない時は助言す る。

児童の

自己

表現

・カル タを選ぶ と きに ,じ ゃん けん を した り譲 った り して いた。

・ 「誰が何 を して い るか 」 自分 の言葉 で作 った。

・友達 が じゃん けんす る ときに一 緒 に楽 しめ た
。

一15一



V研 究 の ま と め と今 後 の 課 題

1研 究のまとめ

本分科会は,ど のよ うな場面を設定すれば,よ り多 くの自己表現を引き出す ことがで きる

のか,ま た,ど のような教師の援助を していけばよいのか,と いう2点 について,授 業研究

を通 して探 ってきた。その結果 「自己表現 させるための教師の援助」に関する構造図で示 し

た仮説は,概 ね有効であると思われ る。次に成果にっいて述べ る。

〈自分を表現 させ るための場面設定 〉

・楽 しかった行事や,集 会 ・移動教室の事前学習など,興 味のある題材を取 り入れ ることに

よって自分の気持ちや考えを人に伝えよ うとす る意欲が高まった。また,ゲ ームや リレー

などの教材は,勝 ちたいという目的がは っきりして いるため,皆 で協力 した り,話 し合 っ

たり しよ うとする意欲が高まった。

・自分の気持ちや意思を相手 に表現 しなければな らない場面(ゲ ームのチーム分けや 自分で

作 りたいカルタを決める場面など)で は,友 達 と譲 り合 った り,話 し合 って決めたりす る

などの経験が自然にで きた。

〈教師の援助 〉

(1)共 感 ・受容

・児童 ・生徒の表現が幼 く,他 者に理解で きないときに,教 師が相手に伝わ りやすい表現 に

した り,ま とめた りすることにより,安 心感が もて,教 師への信頼感が生まれた。

・児童 ・生徒が喜びや悲 しみを表現 した ときに,共 に喜び,悲 しむことで一体感が もてた。

② 学級作 り

・先生や友達 と一緒にいて楽 しいと感 じることのできる学級作 りが大切であることが分 った。

・児童 ・生徒がのびのびと自己表現できる雰囲気やお互いを認め合い,思 いやることができ

る集団作 りが,自 己表現させる意欲を高めた。 その結果,児 童 ・生徒が自分の気持 ちを相

手 に伝えようとするようにな ってい った。

・学級での学習の約束を徹底 させ ることにより,落 ち着いて学ぶ ことがで きるようにな った。

(3)個 への対応

・事前 に,一 人一人の児童 ・生徒の予想される動 きや反応を十分考え,教 師の援助を探 った

ことにより,授 業の構造 ・流れが明確になり,き め細かな対応ができた。

・全体への発問で は理解で きない児童 ・生徒には,個 別に補助的な援助をする必要があ り,

サブ リーダーの役割 も検討 された。
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・聴覚的な情報処理が不得意な児童 ・生徒に対 しては
,板 書 絵 図などの視覚的な情報を

補助教材 として用意す ることが大切である。

・個人の実態 に合わせてルールを変えるなど全員が意欲的に活動できるよう配慮 した
。

(4)評 価

・みんなの前で良いところを認めることにより
,次 時への意欲を引き出すことがで きた。

・次の活動の仕方や気を付ける点が
,具 体的に分 るような評価が大切である。

2今 後の課題

11回 の授業実践を通 して,自 己表現を させる場面を学級や児童 ・生徒の実態に応 じた形で

設定 して研究を進めて きた。人間関係を育てるために自己表現を伸ばす ことを研究の焦点に

設定 したが,多 くの課題が残 された。

・自己表現 にっいて共通理解 したが,比 較的広義な段階に留まって しまった。児童 ・生徒の

自己表現 は,人 に伝えたい,理 解 して欲 しいという意欲が高まったときに表出される もの

であるか ら,そ のような意欲を積極的に引き出す教材 ・教具を作ることが大切であろう。

・場面設定が同 じで も,通 常の学級 や障害種別 によって,具 体的な教材 ・教具や授業の中で

の取 り上げ方が様々であ った。

・教師の援助にっいては,場 面設定を含む教師自身のいろいろな工夫を検討す ることができ

たが,何 を焦点 としていたか,ど のような援助が望まれ るのか,そ れぞれの学級の実態や

教師の工夫に留 まるところがあった。

・教師の援助の中で も,特 に,共 感 ・受容という言葉が多 く出て きたが,果 た して何を もっ

て共感 ・受容 とするのか,ど こまでどのような形で受容 していった ら良 いかは課題 として

残 った。

・児童 ・生徒を認め,意 欲を もたせ る評価のあり方や評価のタイ ミング,自 己評価,相 互評

価のあ り方 も今後更に検証 してい く必要がある。

・自己表現できるための教師の援助の構造図には項 目として入 っていなかったが
,「 児童 ・

生徒の意欲」を喚起す ることに教師の力が多 く注がれていた。児童 ・生徒の意欲をどのよ

うにもたせ るかは,最 大の課題 と言える。
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一人一人の将来を見通 した教科指導

一主体的に学習活動に取 り組む力を育てる教科指導の在 り方 一

1主 題 設 定 の理 由

本年度構成 された 「準ず る教科」部会は,盲 学校,ろ う学校,肢 体不 自由養護学校及び中学

校精神薄弱学級を担当する教員10名 で年間の研究を行 った。

昨年度の研究を受け,各 学校及び児童 ・生徒の障害の種別や障害の程度の実態把握に基づ き

研究の方向を探 った。中で も教科学習における,意 欲的に学習す る力,主 体的に学習す る力な

ど,障 害の種別や程度を越えて必要な能力を,ど のよ うにつけて いくかを中心 に議論を重ねて

きた。それ らの力が,一 人一人の将来を見通 した教科指導に繋が ると考え られるか らである。

心身の障害の有無を問わない教育課題であるが,特 に,心 身障害教育において は,児 童 ・生徒

の障害や障害に伴 う様々な要因による意欲や主体性の脆弱 さが,将 来のた くま しい生 き方に対

す る大きな課題 といえる。そこで,各 自の実践事例を基に児童 ・生徒が受け身でな く,自 分が

今何を しているのか,こ れか ら何を しようとしているのかが解 る学習の場を具現することをめ

ざ して研究を進めることにした。それにより児童 ・生徒が適切な自己理解を通 して,目 前の学

習の過程を見通 し,ひ いては,学 校教育修了後の将来を も見通す力が育まれると考え}主 体的

に学習活動 に取 り組む力を育てる指導法を究明 してい くことに した。

ド主体的 に学習活動にとり組む」ためには,生 活か ら発想 された場において,児 童 ・生徒 自

身が課題意識 を持 ち,見 通 しを持 った学習活動に意欲的に取 り組み,成 就感を味わ うための指

導が大切である。そのために教師は,児 童 ・生徒の活動を共感的に評価す る事が肝要である。

特に教科の学習においては,基 本的な内容を重視 しなが ら具体的な生活か ら発想 した指導が将

来の生 きる力になると考え,そ の指導内容 ・方法を検討す るために,上 記の主題を設定 した。

ll研 究 の経 過 と方 法

1.研 究の経過 と主な内容

月i 内 容 月! 内 容L一 匠コ
}61各 校実態把握及び基礎研究

il
一 〇1授 業研究(保 健保育),授 業研究(家 庭)

5

締 事例の検群 習意欲の考察II
{1研究のまとめ

,研 究報告書原稿の検討

7↓ 主題をどうとらえ るかの鮒C12
1

研究発表内容 ・方法の検討

i8{主 題 に関わる概念の検討111

一一

発表会準備と資料作成

i

I国語授業を通した事例研究 2研 究発表会
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2.研 究の方法

(1)基 礎研究

① 研究主題の検討

各学校や学級の抱える課題は多様であるが,教 科指導の充実 ・改善 はまず学ぶ意欲を向上

させ ること,そ して,基 礎 ・基本を大事 にしなが ら,個 性を生か し,主 体的な活動を支え る

ことを通 して児童 ・生徒の主体性が育まれるという共通認識の上に立ち,協 議を重ね,研 究

主題の共通理解を図 った。

② 事例研究

今年度は,生 徒の自主的な活動を重視 し,見 通 しを持 った教科学習の指導事例を検討 し,

その指導方法を追究 した。

(2)授 業研究

各学校 ・学級の児童 ・生徒の障害の程度や指導 目標及び内容を検討 し,障 害の特性を考慮

しなが ら教科別に研究授業を行 った。授業研究の指導内容と指導案作成の検討に当たっては,

全体で討議 し,共 通理解を深めた。

lll研 究 内 容

1.主 題について

「見通 し」に関 して,教 師が児童 ・生徒の現状 ・将来を見通すと同時に,児 童 ・生徒 自身

が,1単 位時間,1日,1単 元で,そ れぞれ に何を しているかをある程度理解 し予測で きる

こととその概念を規定 した。

2.見 通 しを持 った学習活動 とは

児童 ・生徒にとっては,自 分がその場にいて,何 が必要であるかを自己認識できることか

ら始まり,自 らの課題 に対 しての取 り組み,1単 位時間への理解,そ の 日1日 ・1単 元への

理解や予測を持てるなど,目 標 と現在の自分 とがある程度結び付けられることである。

教師にとっては,1単 位時間などの短期的な ことか ら,卒 業を見通 して,現 在 どんな力を

身に付けたいかが明確 に捉え られていることが大切である。

3,見 通 しを持て る学習活動の要因 と阻害する要因

見通 しを持 った学習活動を展開 してい く上で,児 童 ・生徒にも教師に も,よ り良 く実践 し

ていける心理的 ・物理的要因があり,逆 にこうす ることによ って児童 ・生徒及び教師 も含め

て,見 通す力を拒んで しまう要因があ ると考え,児 童 ・生徒及び教師の実態 と学習の場を も

とに分析 した。次ページの表はその概要である。
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さらに主体的な学習の成立状況

にある過程を図に整理す るととも

に,児 童 ・生徒が,そ れぞれの学

習課題に対 して 「見通 し」を持ち

「主体的な学習活動」に取 り組め

るようにす るため,指 導に当たっ

ての具体的な留意点を列挙 して実

践研究に生かすように した。

◎見通 しを持 って主体的に学習に

取 り組む授業のための留意点

・他の活動や日常生活に応用で

きる内容を多 く含んでいるこ

と

・興味 ・関心を喚起させ,積 極

的 に参加できる題材 ・単元で

あり,教 材 ・教具がよ く準備

されていること。

・学習体験が,拡 大発展 させ ら

れ るものであること。

・児童 ・生徒の学習課題 に応 じ

た内容が用意 されていること

・生徒の学習の様子に適切に対

応できること

・教材研究を十分に行うこと

・導入か ら展開,ま とめまでを

それぞれの児童生徒に応 じて

押 さえてあること,等

促

遣

要

因

例

阻

害

異
因
例

児童 ・生徒が見通 しを持つために

・その時 間 、その 日、 単元 で何 を して い る

かが あ る程度 予測 で 書 る

・具 体的 な 目標 があ る ・楽 しい経 験で あ る

・自分 にあ った ステ ップ があ る

・完 成 の喜 びが味 わ え る など

・学 習 した こ とが実 生活 と結 び付 かな い

・それ を行 う必 然性 が あ まり感 じ られな い

・異 味 が持 てな い

など

激師が見通しを持たせるために

・児 童 ・生 徒 の現 在 か ら将 来 の目擦 を明

確 に持 って い る

・どん な力 を付 け させ たいか をは っ きり

させ る

・メデ ィア を充分 に活 用 する

・児童 ・生 徒の 身近 な ものを教 材 とす る

tdど

・児童 ・生 徒 の発 達段 階 、特性 、 生青歴

な どの把 握 が不十分 で あ る

・教材 ・教 具及 び授業 の研 究 が不 足 して

い る

・ 「～ して は いけ ない」 「聞 遮っ ては い

けな い ・恥 ず か しい」 とい う先 入観 を

与 えてい る な ど

実 態 把 握

(ど ん な力を付 けさせ たいか)

学 習 課 題 見 通 し を 持 っ た

教 科 指 導

rへ

☆1単 位時 閥

☆今 何 をして、

次 に何 をするか

☆単元

☆個aの 課題
など

■

将

来

〒
:

〈 教 科 指 導 の 展 開 ・ 主 体 的 な 学 習 活 勤 〉

◎主体的な学習の過程

・体験 を重視 した学 習 理解 で き る 自発的 学 習 学習 の広 が り

'子 供の 持 ってい る良 さ
ト→ お も しろ い ←_鯉 自信 が付 く ト__輔 学習 の深 ま り

や興 味 、自循 のあ る こと 楽 しい 興 味 が さ らに

を き っかけに した学 習 知 りたいな ど 広が る
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4実 践研究

A実 践を通 して指導案を改善 し,指 導法の明確化を図る。

教科指導の実践例を通 して,対 象児童 ・生徒の 「見通 し」や 「主体的学習」の成立,学 習

指導の過程や指導法の是非 にっいて検討 し,指 導の改善に資す る。

BAに ついての検討を もとに障害や発達段階等に応 じた指導の工夫を図る。

改善の視点に基づ き,多 様な障害の種別や程度に対応 した工夫を加え,実 践例を蓄積す る。

iv指 導 事 例

A;実 践を通 した指導案改善の例

《数学科》(肢 体不 自由養護学校高等部)

1.題 材名 「わ り算の指導」

2.教 科の特性 と障害への対応

数学は生活上欠 くことので きない基本的な教科である。学習指導要領では情報化社会の到

来に応 じ,生 涯にわたって算数 ・数学を活用で きるための必要な技能 を習得 し,数 学的に処

理す る能力や積極的に活用する態度を育て ることを目標と している。本研究の対象児は,精

神薄弱を伴 った肢体不 自由児である。生徒の実態 に即 して 「生活に必要な数量や図形に関す

る理解を深めそれ らを活用す る能力を一層伸ばす。」(精 神薄弱養護学校高等部の数学の 目

標)こ とに基づ き,指 導内容を組んでいる。

3.学 級の実態

生徒2名 の構成,学 力に差があり,課 題に応 じて個別の指導を行 っている。典型的な肢体

不 自由の生徒 と精神薄弱を伴った生徒 との,異 な ったタイプの生徒の指導であ り,そ れぞれ

の興味や意欲,発 達に応 じた指導内容を組む必要がある。

また,生 活経験が十分でない,学 習 したことを実生活に生かす機会が非常 に少ない,学 習

内容が定着 しに くい,断 片的細切れの知識で積み重ねがで きに くいなど障害の特性 によるマ

イナス面があ り,そ れ らを補いなが ら指導する必要がある。

4.研 究主題に沿 った対象児の指導

(1)対象生徒の実態

高等部1年H男(15才)障 害名:脳 梗塞 による左けい性片マ ヒ,先 天性心疾患。小

学校の通常の学級 を経て本校中学部よ り入学 した。 日常生活 はほぼ自立 しており,自 主通学

している。ひらがなの読み書 き,簡 単な漢字の読み,作 文がで きる。3位 数以上の加減,か
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け算の九九ができる。時間の概念 ・計算,長 さの単位などを理解 している。

学習に対す る興味や意欲は薄いが,手 や道具を使 う作業には興味を示 し集中力がある。過

保護や甘えによるルーズな面や,嫌 なことは逃げて しまうなどのマイナス面 もある。

(2)主体的に取 り組む力を育てる工夫

①学習指導過程の工夫

学ぷことに対す る意欲をどう引 き出すかがH男 にとっての大 きな課題である。片 マヒで

はあるが,作 業的な ことは集中できるので活動す ることを通 して考え ることを中心 に し,

つ ぎの三点 に関 して工夫 した。

ア 解きた くなるような場面の設定

イ 生活の中の具体物,事 実等 を通 した活動や考える場の設定

ウ 教え合 ったり,学 び合 った りす るとともにr自 分な りの思考 ・判断を通 して発見 して

い く学習指導過程の工夫

②教材 ・教具の工夫

生活の中の身近な物で,そ の形や大きさか ら,量 的に も数的に も直観的に捉えやすい も

の としてキャラメルを選んだ。キャラメルは手先を使 う物 として適当な大 きさであ り,箱

に入れた り,数 えた り,積 み上げて高さを比べたりす るな ど,多 様な操作が想定でき,数

の処理に集中 して取 り組め,か っ確かめやすい素材と して活用で きる。

③成就感と評価の工夫

H男 にとって,今 何をや ったのかが明確になるよ うにプ リン ト(ノ ー ト)に 書 く,ま と

める等の作業を行 う。また,一 っ一っの活動を大切 にし,そ の結果を自分の思考 ・判断を

通 し,自 分の言葉で話す ことによって位置づけるような活動を大切に し,さ らにで きた こ

とを共感的に認め,板 書等で明確 にしてや るように した。

5.指 導の実際

(1旧 標

〇四則計算の1つ であるわ り算の考え方 にっいて理解 し,計 算で きる。

(2)学習指導計画

① わり算の意味 ② 問題づ くり ③ かけ算 との関係

④ 答えの求め方 ⑤0の あるわり算 ⑥ 余 りのあるわ り算

⑦ 筆算の仕方 ・練習 ⑧ 問題づ くり ⑨ まとめ ・練習
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③展開

く題材 〉わり算の意味

く目標 〉 ・キャラメルなどを何人かで等分する活動を通 して,わ り算の意味を理解す ること

がで きる

・興味を もって授業に参加 し,集 中 して取 り組める。

・学習の結果を見て,自 分なりの感想 ・意見を発表できる。

6.考 察

く 展開1>授 業では,生 徒の活動

展

開

ま

と

め

学 習 活 動

こ れ か ら 「分 け る」 に

つ いて 勉 強 す る 。 こん

な こ と が 分 か る よ うに

な る よ 。

「ジ ュ ー ス1

予想 される生徒 の活 動 指導上の留意点

プ リ ン ト提 示 。

「スポ ー ツ大 会で75人 を3チ ー ムに分 け るにに は1チ ーム何 人 か」

を家族4人 で分 け て飲み たい。 何 ず っか」

キ ャ ラ メ ル12こ を4

人 に分 け る 。 どん な わ

け 方 が あ る か 。

作業 の結果 をプ リン ト

に記 入す る。

分 け 方 に つ い て 話 し合

う 。

20個 の キ ャラメル を

5人 で同 じずつ分 けて

み よ う。

キャ ラメル を分 け る活動

キャ ラメル と箱 を用意

①1個 ずつ分 け 、均等 に

② バ ラバ ラに分 ける

自分 の結果 を記入

自分の 分け方 につ いて発表

Tの 分 け方 も話 し、討議 す る
・順 番 に1ず つ分 けれ ばよ い

・適 当 な数 ずつ分 けて みる

な どの意見

蟄
前 の話 し合 い を通 して、

分け方 に変 化がみ られ るか.

全一 社篁_をわり算という

12個 のキ ャ ラメル を

3人 にわ り算 の考 え方

で分 けてみ よ う0

蟄
3人 に4姻 ずつ配る。

様子 を見な が ら、

① ②両 方 の結果 が

出 るよ うにTも 活

動 に参 加 す る

自分 な りに記 入

した後 、左 の よ う

な図 に整理 して書

かせ る。

い ろい ろなわ け方

が あ るが 、同 じず

つ分 け る ことに注

目させ る。

具 体的 な操作 の

後 に記入 、一 人 あ

た りの量 を碇 かめ

る。

記入

もた くさんあ り,集 中 し

て取 り組むことができた。

見通 しを もてたか,主 体

的に取 り組めたか,活 動

する場面があ ったか,成

就感があ ったかなどの観

点 に基づ き授業の検討を

行 った。

協議では,導 入でわ り

算 に対する期待感をもた

せ る,一 っ一つで きた こ

とに対する評価をきちん

とす る,均 等 に分けると

い うわり算の考え方 に導

くための工夫をす る,大

きな数や余 りのある分け

方などいろいろな例があ

って もよい,と いう意見

や,分 け方(ラ ンダム,

1つ ずつ,予 想を立て る,な ど)に ついて評価 しなが ら丁寧におさえる必要がある,な どの

意見が出された。研究では,そ れ らの意見を もとに,よ り主題 に迫 る指導案をそれぞれが持

ち寄 ることとし,そ れ らを検討 し,展 開2の ような指導案を考えた。
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7.展 開2(考 察を経て組み直 した改善案)

学 習 内 容 学 習 活 勤 指 導 上 の 留 意 点

導 物を分けるということに関して学習することが分 家庭や学校で分ける動作がどんな時にあるか Oい ろいろな場面から経験を引き出すs

分 かる 。 考 えてみ る。 。分 け方 、誰 とどんな風 に等 、多様 に出 てよい 。

入 ・ お菓子 、お金 、を分 ける

・ ゲー ムで チー ムに分 ける

キャラメル12個 を家抜で分ける。 ①均等に分ける ・H君 の分け方を見ながら、両方の分け方が出るよ
・H君 の家族の場合 ②不均等に分ける に する.

展 ・先生の家族の場合 ※ ①に分ける可能性が強い 。家接の顔、キャラメルの絵 カー ドを使い黒板に整

理 する。

①②の分け方について説明できる。 結果をプリントに記入する

①に注 目し、どんな分け方があるか考える。 a.一 つずつ分 けてい く

開 b.予 想をたてて分ける

20個 のキャラメルを5人 で同じに分けるe 例題 を出 し、 「同 じに分 ける」 閤題 を解 く。 ・例題を通して、予想を立てて分けることに慣れさ

せ る。

全体量をおなじに分ける計算をわ り算ということ プリン トに記入 する 。 。記号について知っているようであれば意味を説明

ま

と

め

が分かる

22個 のキャラメルを3人 に分けたらどうなるか (余 りがでて しま う、こ と)

す る0

。次 回へ興味 をつなげ る。

考 える.

B;A検 討を基 にした各校実践例

《保健体育》(盲 学校中学部の指導)

1単 元 ・教材名

保健分野 「思春期の心とか らだ」

2教 科の特性 と障害への対応

(1)保 健体育 として心身の調和的な発達を図 り,生 徒の障害の状態,発 達段階 体 力,健 康状

態 運動経験,興 味 ・関心等を十分配慮 し,生 涯体育へ発展できるようにす る。

② 指導内容に当たっては,自 己の身体 に関心を持たせるたゐに,体 力,姿 勢の現状を認識 さ

せ,正 しい姿勢の大切なことを理解 させる。 また,各 運動領域の指導と蘭連 させなが ら,日

常生活の中で積極的に運動を行 う習慣が身に付 くよ うに配慮する。

E3)心 身の機能 と心の健康 環境衛生,障 害や疾病の予防,健 康と生活等を通 して,健 康の保

持増進や安全について理解させ る。

(4)自 己の障害の認識 性 に関す る知識 と理解にっいては,他 の教科 ・領域 と関連させなが ら

興味 ・関心を持たせるよ うに配慮す る。

(5}全 盲生に対 しては,墨 字の点訳,立 体 コピー等を使い,理 解 しやすいように配慮する。

(6)弱 視生に対 しては,① 墨字や図,表 の拡大 ②教室内の採光 と板書 との関係 ③板書の筆

圧 ④ チ ョークの色や太さ等に配慮す る。
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(7)教 科書や資料を見 る姿勢が うっぶせの状態 になりやすいので,で きるだけ背中を伸ば した

姿勢をつ くる活動になるよ うに配慮す る。

3本 学級の実態

弱視生徒9名,全 盲生徒1名 の10名,弱 視生徒の中には,将 来的に光覚 も失われるだろ

うと予想され,点 字移行途上の生徒が2名 いる。実際に墨字で行っている生徒7名,点 字移

行途上の生徒を含め点字の生徒 は3名 である。小学校普通学級か ら5名,弱 視学級通級2名,

盲学校小学部か ら3名 の10名 で構成 されている。 うち,男 子9名,女 子1名 である。保健

体育の授業に関 しては,全 体 として体育実技 は意欲的,積 極的に授業を受けている。机上の

学習になると,消 極的な態度が目立っ。理解 しづ らい課題 ・単元には興味 ・関心を示す こと

が少ない。個々の知識 経験,体 験が多種多様で焦点が絞れない感がある。また,国 語,数

学(算 数),理 科,社 会,英 語の教科学習にっいては,学 年相応の学習 グループ,小 学校5

～6年 の学習グループ,小 学校2～4年 の学 習グループの3グ ループに分けて授業を行 って

いる。技能教科 は,美 術,技 術 ・家庭科を2グ ループ,音 楽,保 健体育の2教 科 は学級全員

で行 っている。

4対 象生徒の指導

(11主 体的に取 り組む力を育てる工夫

① 学習指導過程の工夫及び教材 ・教具の工夫

導入段階では,前 時の復習の中で新生児と成人のか らだの比較の確認を しなが ら 「身体 と

の出会い」の時期であることを意識 させ るたあ,身 体各部の比率(カ ーンの資料)を 紙模型

を使い,一 人一人具体的に比べ させる。(全 盲生は机上,弱 視生は黒板で行 う。)

展開の段階では,第1次 性徴 と第2次 性徴 との違 い,男 女の違いを理解 させる。 また,個

人差があることを理解 させ るため,友 達同士お互いのからだを観察 した り,キ ュー ピー人形,

パパママ人形等を模型 として使用 し,違 いを発表 させ る。次に,男 女の教員を実際に触察す

ることにより成人の男女のか らだっ きの違いを理解す る。副教材として立体 コピー,拡 大図

を使用す る。

② 成就感 と評価の工夫

ア 学習活動の中の発問に対 して,間 違 っていて も自発的に答える,分 からない事柄を分か

らないと言え る,分 か らない事柄を質問で きる等,自 分で考え,自 分の言葉で伝え ること

がで きることに対する評価。

イ 他人の発言,意 見,説 明を聞 く態度 に対する評価。
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ウ 自分の認識 と自分以外への認識が少 しで もできたかど うかについての評価。

工 挨拶がで きることに対する評価。

オ 正 しい姿勢が保てていたかについての評価。

上記の評価を通 して分か らないこと,間 違 うことが差恥心に繋が らないよ うに意見や発言

に対 して,授 業内容を踏 まえた上で 自由に自主的に発言できるように,言 葉掛けを行 ってい

く。その中で 自分の発想を否定的でな く捕 らえ質問をす る楽 しさを知 り,そ れを通 して題材

の内容を理解できた成就感 疑問を持 ちなが ら学習を してい く成就感を味わえるように工夫

し,配 慮す る。

5指 導の実際

(1)自 標 ア 思春期(第2次 性徴期)に おいて男女のか らだっ きや生理面 ・心理面で どのよ

うな特徴があるかを理解 させ る。

イ 第2次 性徴期の発現は,(3)授 業展開(指 導計画10時 間中の4時 間目)

子供 を産み育てる大人のか

らだに成長 していることを

理解 させ る。

② 学習指導計画

1時 間 目;保 健体育の授業

の保健分野のとらえかた

2～3時 間目;か らだの発

達 と中学生時代の特徴

4時 間目;第2次 性徴の現

れ とその意味

5時 問目;第2次 性徴のお

こる仕組み

6～8時 間目;循 環器 ・呼

吸器の仕組みと発達

9時 間目;脳 の仕組みと発

達

10時間 目;情 神の発達の仕

方

詣 講 携 容

導 荊時のおさら≒、

入 本時の予告

学 習 濡 勤 指導土の留意点

身体各藻の箆率をカーンの費料 全盲生は幌上で行 い、

を紙模型を使い実際に比較する 弱視生は黒板 を使用。

⑥男女のからだつ きには 、どんな変化が現れるか、

1,発問→説明;
・性徴の意味

・第1次 性微 と第2

次控徴の達い
・第2ix性 徴の発現

2、発閣;
・思春期の男女の体

の違い

a性 微の意味 について考 える。

。男女の体勇違 いを挙げる

。友達岡士のからだを観察する

。キューピー 、ババママ人形を

比較 、観察する。
。男女教員を使 って、成 人の男

女のからだの違いを観察する

・文字、言葉から意味を

考えて答えさせる。
・思春期についての説明

・築2次 性徴の発現の意

味について考えながら

学習することを指示。

・全員紅発潤する。一度

出た違いは使わせない。

I

l3
,説明→発間;
・纏通 、初瀦の知鐵}

11

4,説明:性 的な刺激 と

生理的変化

15
,発閥
・第2次 性徴の意殊

@焦 理面 ・心理面 にはどのような変化が現われるカ㌔

。 「精通、初潮」の用語及び意

味 を知る。
・知雄の状況を殖かめ合 う。
・理解の内容について発雷する

。3の鋭明を確認 し、刺激 と変

化の関係をつかませる。

⑥第2次 娃徴に抵 、どのような慧殊演あるのか。

。成長の意味について考える。

・ 思春期 になると男女

に特有の生理現象がお

こることを説明0
・挙手で知識の確認

・自分の性別の自覚を高

め異性の存在を認識さ

せ る。

(立体コピー拡大麹使用〉

臨分で考えた答えを、自

分の言葉で答えさせる。

ま

、と

回

◎本時の内容の確認。

@次 時の予告

。理鰐で きた内容と、理解でき

なかった内容を整理するa

時悶内に終わらないもの

1ま宿題 ともてノー ト整理
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《家庭科》(ろ う学校中学部の指導)

1.教 材 被服領域の指導 く題材 布の成 り立ちと繊維の特性>

2.教 科の特性と障害への対応

家庭科などの実技,実 習を伴 う教科 は児童 ・生徒達にとって比較的取 り組みやすい傾向があ

り,製 作などでは中学校普通学級に優 る生徒 もいる。実習す る具体物があることは,視 覚 に訴

える刺激が大 きいことであり,何 をす るか というイメージがつかみやす く見通 しももて る。逆

に言 うと,抽 象的な思考を伴 う学習,意 見を述べ合 い,話 し合いを深める学習などは苦手であ

り,指 導者 も苦慮す るところである。

実技を重視する教科がね らうところは,で きたという結果のみでな く,実 習の過程で何をど

のように学び取り,力 と して定着させ,そ れ らが生活の中で どのように生か されるかである。

単 に調理 しておい しかった,上 手にで きて良かったというだけではな く,実 習 ・実験を通 して

試行錯誤を繰 り返す中で,自 らの生活を切 り開いていけるような力をっけさせたいと願 ってい

る。

更に,聴 覚障害教育 において は,教 科指導を通 じて言語の習得を図 っている。言葉があって

こそ思考がふ くらみ表現活動 も活発にな りうる。語彙数を増やす,自 分の言葉で説明できる,

考えを的確に伝え られ るようになるなど,そ れ らの手だてを各教科で配慮 している。獲得 した

言語が生 きた言葉としてどの くらい生活 に生かされてい くか,言 葉の学習が大 きな課題 となる。

3.本 学級の実態

本学級 は,中 学部1年 男2名,女4名 の計6名 である。聴力は85dB～120bBの 生徒で,聴 え

の程度に も差がある。話が分か るということは,聴 力だけでな く,聞 く態度が しっかり身につ

いているかどうか,読 話す る力があるかないかで大 きく左右 される。6名 とも基本的生活習慣

は身についており,学 力は小5～ 小6程 度である。女子3名 は,補 聴器を十分に活用 し,読 話

力 もあり,理 解力 もある。他の3名 は読話が苦手なため,理 解がやや遅い。男女2名 は,学 習

態度にむ らがあり,興 味 ・関心の有無により,授 業への取 り組みが変わって くる。

4,研 究主題に沿った指導

α庄 体的に取 り組む力を育てる工夫

①学習指導過程の工夫

被服領域の繊維の学習,被 服材料性能 について理解 させ るのは,興 味 ・関心の上か らも詳 し

い点がある。現在の 日常生活の中では,原 材料 に触れる機会や経験がほとんどな く,ま た,衣

生活は,外 面的には関心を持たれる(フ ァッション)が,内 面的な繊維の特徴や機能などさほ

2?



ど知 らな くて も生活に支障をきたすことはないか らである。 しか し,生 きてい くために欠かせ

ないく衣 〉に関 して,自 分の着ているものが何か らで きて いるか,何 のためにどんなものを着

たらよいのだろうかなどを知 り,工 夫 して,快 適な衣生活 を送れるよ うな能力を養 っておきた

いと考え,題 材を設定 した。そ して,い かに興味 ・関心を持 って取 り組めるかを重視 して指導

計画をたてた。

導入に当たり,身 近な衣服 に視..,をあてた。自分の生活に密着 し,生 活経験のある教材を取

り上げることは,興 味 ・関心を持ちやす く,学 習の動機づけになる。動機づけされれば 必然

的に学習課題が明確 になり,こ の時間に何の学習をす るのかという見通 しが持てて くる。 また,

考えを発表 したり,話 し合 う場面において も,自 分の言葉でまとめることができるなどの点で

有効であ る。

展開においては,「 なぜだろうか,ど うしてこうなるのだろうか、と疑問を感 じさせ るよう

な指導を し,次 に 「どうなるだろ うか」と自分の考えで予想をたて,実 験を通 して 「なるほど

○○であるJと いう結果を実証 していく過程を指導の基本と した。配慮事項と しては,課 題を

明確に してお くこと,児 童 ・生徒 自身が活動す る場面を持っ こと,そ して,や らされ る状態か

ら,お もしろそ うだ,や ってみようとす る能動的な活動に移行 してい くこと,活 動場面におい

ては,意 見の発表,実 験での失敗,工 夫,思 わぬ発見,予 想が当た ったときの喜び,は ずれた

時の疑問など生徒か ら発 したことに,そ の都度適切な評価をす ることに留意 した。一人一人の

生徒の能力に合った評懸は自信にっなが り,次 の行動へのエネルギーとなると考える。

以上のよ うな観点を もって展開 し,本 時の課題 「綿は他の繊維に比べほんとうに吸水性があ

るのだろうか」を追求 し,rな るほど」とい う生徒の驚 きと成就感が得 られるような指導がで

きることを目指 した。

②教材 ・教具の工夫

ろう学校では,視 覚教材の活用を心が けている。で きるだけ実物 を用意 して触れ ること,実

習 ・実験を多 く取 り入れることなどは,こ とばの定着 につなが る。いっで も掲示で きる絵 カー

ド,文 字カー ドの工夫などは,課 題をはっきりさせた り,考 えを整理 したりするのに役立 ち,

更に,次 への学習の手がかりに もな る。板書 しなが ら説明することもできないので,時 間の短

縮に もカー ドの掲示は有効である。

③板書計画 ・ノー ト活用の工夫

板書す る,ノ ー トをとることによって,学 習の過程をはっきりっかむことができ,今 何を し

ているかが明 らかにされる。本時の身近な衣類の分類では,生 徒たちの考えによ って移動でき
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るカー ドを用意 し,黒 板での操作を行い,生 徒 たちの意見を板書するようにした。更に課題→

予想→実験→結果が,黒 板の活用 によって明瞭になるような工夫を心がけた。生徒のプ リン ト

学習やノー ト整理は,一 人一人が自分のペースで分か っていく手だて として活用させたいと考

え る。

5指 導の実際

{D学習指導計画

第1次 布の成 り立 ち 一布 ・糸の 観察 一(2時)

第2次 身近な布の種類 と繊維の特性(3時;本 時はその2時 目)

第3次 繊維の鑑別(1時)

{2)本時の目標

・身近 にある衣服を繊維別に分類させ,繊 維の特性 について考えさせる。

・特 に ,綿 の特性 につ いて,観 察 ・実 験 を通 して理 解 させ る。

(3展 開

学 習 内 容 学 習 活 動 指導上の留意点

導
入

前時学習の復習 ・布が どの ようにで きているか を復習する

な衣類を繊維別に購する

・綿 ・毛 ・ポリエステルの各繊維からなる衣服を観察し分類する
・なぜそのように分類したか 理由を発表する

各自がノー トに考 えを整理する

b 難 犠 雛 家一ドを鵬 し
綿製品は直接肌に触れるものが多く
汗や水を吸うという特性に気がつ く

課題がわかる 課題1
綿は他の離 比べ ほんとう1・吸水性があるのだろうか1

課題をノー トに書かせ る

展 吸水性の実験 ① 留 毛 ⑭ 響灘ラ考駿甥臨委矯
とす る

ABCの にスポイ トで水を垂ちす ■

予想する 予想:鶴 歪慰 騨 書麓 お
はどれだろうか 難擶 麺 魏 れてする

開 結果を見て考察する

予想を発表する↓

結果 ・吸水の様子をノートにとる ノー トに驚理 させる
・ビーカーにた まった水 の量 を調ぺる

②肌 に水 をか6f,綿 ・毛 ・ポ リエ ステルの布をあて、水を吸い
取る様子を各自で観察する

課題を解決する
綿は他の繊維砒 べ 嚇 性が大きいことを躍 する1

新しい知識を得る 'ど纐 馨騰 纏 蟄羅
比べる 観察して何でも思ったことを発言させる

ま
と
め

次時の予告 ・編繊維製品の弱点を考えてくる

〔4)評価

o身 近な衣服に関心をもつ ことがで きたか。o綿 の特性にっいて理解で きたか。
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《国語科》(中 学校精神薄弱学級の指導)

1.単 元 ・教材名

書写 「月の古名を題材 とした年間帯単元」

2.教 科の特性と障害への対応

国語の中で 「書写」を特に取 り上げた理由は,「 書写」の中に学習する態度や身体的なバ

ラ ンス(姿 勢)を 育む場面があ り,な おかっ結果が文字 という形で生徒たちの目の前に提示

できるという利点があるか らである。 また,長 期間の継続的な思考や抽象的思考の困難な生

徒 たちにとっては,即 時性のある教材を使 うことによって 「意欲」を高め,「 成就感」を1

単位時間の中で味わわせやすい。精神薄弱学級の生徒にとって,「 書写」において最 も難 し

いのは,「 手本を見て書 く」ことである。自分の 目で見た ものを別の用紙に書 き写す ことは,

文字の認知の困難な生徒には特に難題であ る。 しか し,文 字の習得のために も,な ぞ り書 き

でない 「書写」は必要であり,ま た,筆 順や文字の構成を理解 していない生徒にとっては,

文字の理解を進めていく上で有効 な手段となる。以上の ような理由か ら,書 写を通 して 「表

現す ること」へのひとつの方向付 けとして,年 間の帯単元と して設定 した。

3.本 学級の実態

本学級は在籍者数9名(男 子5名 ・女子4名)か らなる中学校精神薄弱児学級である。単

純障害の生徒は少な く,ほ とんどの生徒が他の障害 を併せ持 っている。 「書写」の時間中平

仮名の学習をする生徒が3名,他 の生徒が漢字の学習に取 り組んでいる。ただし,漢 字を学

習 している生徒 もほとん ど書き誤 りが多い。準備等 に関 して も,当 初は全員指示 されないと

しなか ったが,現 在では若干の生徒を残 して自ら取 りかかるよ うにな っている。

4.対 象生徒の指導

(1)対象制度の実態

対象生徒は中学3年 生の男子である。小学校時代は通常の学級 に在籍 し,日 常会話はで

きる。 しか し,適 切な言語表現が難 しく,会 話の中での誤用が 目立っ。さらに,文 字の表

記 においては,会 話 との差が著 しい。誤字 ・脱字が多 く,助 詞の使い方や音便の表記など

も不適切である。結果の正誤が明確な学習課題においては,不 安感から,自 分の書 いた も

のを見せない,一 っの指摘で全部消 して しまうなどの拒否行為を示す こともしば しばであ

る。自己中心的で他者への依存心の強い性格のたあ,自 分の誤記を指摘された り,書 き順

などを指導 しようとす ると反抗的態度をとることも少な くない。
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(2)主体的に取 り組むカを育て る工夫

① 学習指導過程の工夫

対象生徒の実態か ら,学 習に対する主体的な態度を育てるたあに特 に留意す る必要がある

のは,現 時点の能力に応 じなが ら,通 常学級に在籍 していたとい う小学校の既習体験か らく

るプライ ドを尊重することである。さまざまな行動に潜む社会的な認知欲求の表れと して受

容 しっっ,基 本的な学習に対 して根気強 く取 り組ませるため,教 材の質に配慮す るとともに

個別の課題への取 り組みを位置づけるなど学習指導過程に工夫を加えた。っまり,「 中学生

らしい好奇心に応える教材」の開発 と配列 を工夫 し,こ の課題 に高めなが ら次教材へ進むと

いう繰 り返 しと発展性をふ まえた帯単元とした。

② 単元化及び教材の工夫

*「 書写」帯単元指導の年闇アウ トライン

「書写」は週1単 位時間である。1ヶ 月のうち4時 間の確保がで きる。 この4時 間の使い

方を下記のようにした。

第1週 「月の古名」

第2週 「月の花や行事」

第3・4週 「個別課題」

「月の古名」を取 り上げた大きな理 由は 「中学生 らしい好奇心」に応え,「 プライ ド」を

尊重 して意欲を高めるためである。ふだん聞 き慣れない ものではあるが,「 大人びた(文 化

度の高い)も のを書 く」雰囲気作 りに効果があった。 また,「 月の花や行事」では,季 節感

を味わ うとともに語感を感得 させ るよう心がけた。 これ らのことによって1時 間単位の 「何

をするかの見通 し」を持ち,1ヶ 月毎の見通 しを持つとができた。

③ 成就感 と評価の工夫

*評 価の観点

・準備 と片づけが指示な しでできたか ・手を汚 さなか ったか ・大 きく書けたか

・太 く書けたか ・書 き順 は正 しかったか ・文字のバ ランスはよいか

評価に当たっては,こ れ らの観点を もとに,順 位性にこだわ らず,ま た,ひ とっの観点 に

とらわれず行 うようにした。過程及び成果を取 り上 げ,ほ めてい くという姿勢を常 に保持す

るように した。 もちろん最終的な目標はあるが,そ れだけにとらわれず柔軟な姿勢で 「ほめ,

認める」 ことを評価の基本 に して意欲を高めてい くことを中心 においた。
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*成 就感の体験

書 き上げたものの中か ら生徒自身が1枚 選び,提 出す る。そ して,そ の場で廊下に掲示する。

これは,自 ら選ぶという自己評価の機会 とす るとと もに,即 時的な発表の場を設け,自 学級の

みでなく他学級の教師 ・生徒の 目による評価を意識 させ ることをね らいとしている。全校的な

話題になることが,対 象生徒にとって,「 書 き上げた」 という喜びと同時に,特 に 「社会的認

知」の欲求を満足させることにっなが ってい った。

5.指 導の実際

(.1旧標 今月の月の古名を知 り,毛 筆で豊かに表現できる。

(2展 開(本 時は10月 第1週 目で 「神無月」を書写す る。)一一 一一一'

漸 ・チャイムと同時に教室に入る

入 ・習字道具を準備する

　 　
!;
iI

セ 　

iI
{展iの 由来等 を知 る

ll

i{・ 手 本 にそ って指 でなぞ る

il・ 文字 の感覚 や イ メー ジを大切 に しなが
ミ く

口 ら毛筆で書く

・指示の必要な生徒には準備を援助する

!.獅 があわてて指示を出 しす ぎな㌔、

・本時の課題 「神無月」を見て読みや語i ・はっきりと分か りやす く読み方を教え

る

・書き順を手を取 って教える

・担当 した生徒の援助をする

陸 徒が提出用の作品を選ぶのに迷つてl

i開 卜 提出用の作品を1枚 選び廊下掲示作品iい たら助言をする1

を提出する

11
1ま1・ 片 づ け を す る

闇.手 を洗う
{;

剛
1

ii

・まだ書き終わらな唯 徒があわてない}

1 ように配慮す る
雪

i・ 片づけの難 しい生徒には援助をす る一
6考 察 当初,か な りの抵抗感を もっていた対象児 も指導を してい くうちに 「認め られ る喜

び」を満足できるよ うになった。今後は少 しつつ目標を変化させて,よ り意欲的に学習する

態度を育ててい くことが大 きな課題である。
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V研 究 の ま とめ と今 後 の 課 題

本年度は,昨 年度教科部会の研究を引 き継 ぎ,主 題に至る過程と して,生 徒の 自発的な活動

か ら意欲的な学習を引 き出す方法を探 って きた。心身に障害のある生徒には,過 保護な環境で

生活を送っている者が少な くな く,保 護者 と共に社会 自立を促 していかなければな らない。そ

のためには,あ らゆる教育活動の中で対応 してい く必要がある。特に,教 科学習では、社会自

立を目指 して,意 欲的な学習活動を促 し,基 礎的な体力 ・知識 ・技能の習得,社 会性の向上な

どに焦 点を当てて考えてい くことを大切 に しなが ら,生 徒 自らの思考の過程を大切に した授業

研究を中心に進あて きた。

研究を進める過程 として,特 に,こ れまでに取 り組んできた,あ るいは今取 り組んでいる教

科指導の中か ら,児 童 ・生徒の意欲が喚起され,主 体的な学習が成立す る場面等の事例を分析

し授業の在り方を探 った。それ らを基盤に,〈 算数 ・数学の指導 〉では,指 導案の立案 ・実践

を通 して改善点 を探 り,さ らに在 るべ き指導法を探 るとい う共同基礎研究を重ねた。(A検

討)こ れによ り,学 習に対する意欲や興味を培 うために,手 や道具を使 う作業的学習を生かす

こと,身 近な教材 ・教具を開発させ ること,障 害に応 じて活用で きる感覚を十分に生かす工夫

をす る事などが大切であること等が明 らかになった。

このような観点を生か して追究 した各実践(B検 討)で は,次 のよ うな成果を確認 した。

〈保健体育 ・保健分野 〉における盲学校の性教育の授業では,男 女のか らだの違いを考えるの

に 男女の教員による触察,立 体 コピー ・拡大図などの教材 ・教具を工夫することにより興味

・関心を もたせるように した。

〈家庭科 ・被服領域の指導(布 のなりたちと繊維の特性)〉 では,い つ も何気な く着ている

衣類は,肌 に近 いほど綿が多 く,外 側 にウールが使われている生活か ら課題を明確 にして吸水

性の理解を図 った。ろ う学校で は,視 覚教材や実験 ・実習を多 く取 り入れ,絵 カー ド・文字カ

ー ドの工夫により板書を整理す ることによって
,課 題をは っきりさせたり考えを整理 したりさ

せ る授業の展開がで きた。

〈国語 ・書写の指導〉は精神薄弱学級 において,中 学生 としてのプライ ドを大切に しなが ら,

認め られたいとい う社会的認知欲求を満た し,主 体的に学習に取 り組む力が出て きた例である。

なお,1年 間の研究を通 して,次 のような課題が残った。

*生 徒 自身の発見や着想などを柔軟に捉 え,指 導に生か してい く学習指導過程及び評価の在

り方。

*学 習意欲を 「将来を見通す力」により効果的に結 び付ける指導法の工夫。
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一人一人が意欲的に活動するための指導の工夫

一見通す力を育てるための指導のあ り方一

1主 題 設 定 の 理 由

研究主題を設定す るに当たり,教 科(精)分 科会を構成する10名 の研究員(小 学校4名,養

護学校6名 く小学部2名,中 学部1名,高 等部3名)〉 が,各 学級や学校で撞 当す る児童 ・生

徒の実態を報告 し,今 年度の研究主題 にっいて検討 した。

研究主題を決定す る上で,日 頃の教育実践を持 ち寄り話 し合 った結果,児 童 ・生徒の活動が

受け身的である,指 示待ちが多い,消 極的である等の問題点が多 く挙げ られた。他に,社 会性,

人とのかかわ りf興 味 ・関心,理 解力等の問題点 も挙げられたが,協 議の結果,生 き生 きと主

体的に活動 させ るための指導が重要であることを共通理解 した。そ して,生 き生 きと主体的に

活動 させ るためには,一 人一人の実態に合 った適切な指導が大切であることを確認 した。

そ こで,児 童 ・生徒が,課 題や役割が分か り活動全体を見通す ことがで きれば,主 体的に活

動で きるよ うになるのではないか と考え,括 動を見直す加 に焦点を当て,見 通すカを育て

るための適切な指導の工夫を主題に今年度の研究を進めることにした。

Il研 究 の 経 過 と方 法

壁 一 一容 月1 内 容

15i研 究主題と研究の方法の検討」一十一一一

61「 意 欲 」

腱,

;(KJ法,
1

贈 力」にっ_細

9!各 自の実践事例の検討と授業研究の計1

1画l
lI

「購 す加 の諸要因を収束技法10授 業研究と教材研究一
ス トー リー法)に て整理41判 授業研究、研究の まとめと研究報告書i

i7ir購灘 灘 璽窪竺暫講 輪 蒲 一 一1
口 て難 ・手立て ・変容にわけて整理 「「E一

【 聾

8i

lに ついて,指 導事例を整理 し小項 目 ・中[
iI

「見通す力を育てる指導の工夫」の観刺2廟 究発表会一
研究を進あるに当たり,「 意欲」にっいての先行研究を検討 し,「 見通す力」の概念規定の

ためにKJ法,ス トー り一法を取 り入れた。そ して,「 見通す力」を育てるための指導上の工

夫の観点を出 し合い,指 導計画を作成 し,指 導の在 り方を検討す る授業研究を行 うことに した。

一34一



川 研 究 内 容

1。 見通す力の概念規定について

見通す力は,昨 年度の先行研究においては,意 欲を育てるための動機づけの一つ(内 発的動

機づけ)と されている。 この ことか ら,見 通すカを育てることがで きれば,意 欲を高めること

にっなが り・児童 ・生徒一人一一人が,意 欲的に学習活動がで きるようになるのではないか と考

えた。

まず,見 通す力 とはどういうものか,概 念を規定す るために話 し合いを行った。 しか し,現

在指導 している児童 ・生徒の実態が異なるため,教 育内容 も違い,見 通す力にっいてのイメー

ジもまちまちであ った。そこで,児 童 ・生徒にとって見通す力とは,ど ういうことか,ど のよ

うな行動に現れるのかを具体的に行動例を挙げて話 し合った。そ して,例 と して挙げ られた計

52枚 のカー ドを もとに問題解決法 としての収束技法(KJ法 ,ス トー リー法)を 用い整理 した。

2.収 束技法(KJ法,ス トー リー法)に よる概念構成図

〈見通 しを持 ったと思われ る行動のまとめ 〉

i

特 徴 的 な 行 動1代 表 的 な カ ー ド 例
1

A パター ン化 された行動 ゴ ミが な くて も,ゴ ミ捨て場 に行 くな ど。1
ヨ

B 何回か経験してできた簡単な行動 掃除の手順が分かるなど。

c 指示を理解した行動 先生の説明により～ができたなど。 I
F

D い くっかの選択肢の中か ら考えた行動 調理で切 るのに必要な道具が用意で きたなど。

E 場面が変わ って も,今 までの
経験を応用 してできた行動

掃除でバケツの水が汚れた ら取 り替えるなど。

F 状況を把握した行動 まわ りの様子 を見て,～ がで きたな ど。

G 次の展開を理解 した行動 遠足の前 日,リ ュックを出 し弁当の催促をす

るなど。

H 好きなことをするための自発的な行動

T

洗濯機が好 きで,わ ざと服を汚 し洗濯機を動
かなど。

1 自他を意識 した主体的な行動

i

作業時,失 敗すると次の行程に影響すると理
解するなCol

(A～1に はそれぞれ3～15枚 のカー ドを含んでいる。)

その結果,次 のページの図のように見通す力についての概念構成図が作成 された。行動C

までが,重 度のグループに多 くみ られ,行 動D周 辺にある行動分類は,中 度のグループに多

くみ られる行動である。そ して,軽 度のグループは,行 動1が 多いと考え られる。
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図1

パターン化

されたξテ動

何回か経験

してできた

簡単な行動

指示を瑳解

しての行動

構面がかわ 次の農窮を
っても今ま 理解した

での経験を 行勤

応用 してで 状況を把握

蓮た行動 した行動

いくっかの

選択の中か

ら考えた

行動

好 きな事を

す るための

自発的行動

自地を意鐵

した主体的

な行勤

この図か ら考え られることは,見 通す力は段階的に育成 されてい くこと,及 び,一 人一人

の児童 ・生徒のそれぞれの発達段階での特徴的な行動で もあることである。

3.見 通す力とは(概 念規定)

一般的に 「見通す力」と言 うと,経 験を もとに次に何が起 こるかを考えるという予測す る力

を指す ことが多い。本研究の過程では,児 童 ・生徒の様 々な行動の中か ら,「 活動全体を見通

して行 ったと思われる行動」を取 り上げることによって,は じめていくっかの段階 ごとに分類

整理す ることがで きた。そこで,「 見通すカ」を,児 童 ・生徒が 自ら進んで行動す ることまで

含め,次 のように概念規定す ることに した。

ヂ目的を持 って結果や展開を予測 し,自 ら進んで行動する加
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4.見 通す力を育てるための指導の工夫

収束技法によって,重 度 ・中度 ・軽度の児童 ・生徒の見通 しを持 った行動が明 らかになった。

そこで,全 員の指導事例 と授業案か ら 「見通す力を育て るための指導上の工夫」点を取 り上げ,

「実態」 「手だて」 「変容 」に分けて検討 した。 そ して,共 通す る工夫の観点をまとめ,大 項

目,中 項且 小項 目に整理 した(図2参 照)。 さらに,授 業計画が立てやすいように項 目ごと

に指導事例を整理 した結果,見 通す力を育てるための指導計画がで き上が った(図3参 照) 。

①大項目には,実 態把握,目 標設定,指 導内容 指導方法,評 価の5項 目がある。その中

で も見通す力をつける工夫と して,特 に指導方法の工夫,評 価の工夫が多 く挙げ られた。

そ こで,「 指導方法」 「評価」を重点的に取 り上げることに した。

②指導方法の工夫の中の中項 目と して,授 業形態,指 導過程,場 面設定,教 材 ・教具の4

の柱を考えた。また,評 価の中項 目として は,即 時評価,自 己評価,相 互評価の3つ の柱

を考えた。そ して,児 童 ・生徒の実態による違いを さらに細かに整理 した。

③それぞれの中項 目に,い くつかの小項目を立てることができた。例えば,場 面設定の中

には,学 習環境 問題場面の設定の2っ の小項 目を設定 した。

持ち寄 った資料を詳 しく検討を し,KJ法,ス トー リー法を応用 して まとめた構成図と照 ら

し合わせた結果,重 度 と軽度の児童 ・生徒についての指導上の特に配慮すべき観点を次のよう

に整理 した。

大項目 中 項 目 小 項 目(重 度児の指導上の工夫) 小 項 目(軽 度児の指導上の工夫)

指

導

方

法

授業形態の工夫 学習形態

場面設定の工夫 学習環境 題解決場面の設定

指導過程の工夫
発展的 ・系統的

指示 ・助言

発展的 ・系統的

指示 ・助言

教材 ・教具の工

夫

実態 興味 ・関心

経験 ・学習 五感

日常生活 動作化 操作等

実態 興味 ・関心

経験 ・学習 五感

日常生活 動作化 操作等

評

価

即時評価の工夫 評価の タイ ミング 評価の タイ ミング

自己評価の工夫 場面設定

相互評価の工夫 場面設定 評価の視点

そこで,重 度児 軽度児それぞれについての 「見通す力を育てるための指導上の工夫」点を,

「指導方法の工夫」 「評価の工夫」の観点か ら,授 業研究によ り検討 してい くことにした。
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図3
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授 業 形 態 の 工 夫

◎指導体制

指 ◎学習形態
導
方

・懸 ・生⑳ 槻 粋
、錨 、勧 秘 灘 でさる賜

・鰻
、憎姑 庸備 合せ

法
の
工 場 面 設 定
夫

◎学習環境1
・集中、活動、指導しやすい場の設定 ・机を取り除く
・愕縫の安定する場(児 童・生長の身尊に駄れる等)・ マットを敦く

・彗肇を翻艮
ノ雲ヨ叉`こ馨れさせる 書自舞鑓 嵩斎を睦っきりさセる

・授妻への潮待轟董抱かせる 。目的の聴所を巨っきりさせる

◎問題解決場面の設定
・r.行藩誤が必要なもの ・考える辮,を与える
・自分でなんとかできモうなもの ・対抗童糞 。高い誤題

・載 糀 て
、轍 罷 蜷 撫 緬 棚 ・縦や鰻

指 導 過 程 の 工 夫

◎発展的 系統的
・一建奮激 窮渥霊 ・スモールステップ

・パタ・一ン化 ・罎り」匡しの捷輯厚

◎指示 助言
・短く、少なく』 単に ・酷作を件った拒示
・靴 する言難 勧 猷 た ・タイミング

・舞鐙 弱
、麗 ・麗 鈴濾 力

◎発問
・罠童・生捷わかっている譲 で難

◎提示
・難 を持た笹る舳 磯 示鉦 夫

教 材 ・ 教 具 の 工 夫

@今 までの経験や学習がいかせる ・WR、スラ蕎、写真
◎児童生徒の興味関心に即 したもの ・イメージのわく音
◎ 五 感 に訴 え る も の ・ブラック拘 クス

8顯芒蝿 犠 器:騨 艶
◎動作化できるもの ・鮪かド
◎ 実 態 に あ っ た も の く歌 等 も)・ 隷 寿一郵

◎親しみやすいもの 働 一ド
◎操作を伴うもの'効 雄磁
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評

価

一
◎課題を乗 り越えようと

している時 、乗 り越えた時の評価一
◎ 今までの活動を振返る場面を設定一
◎友達の作品や様子を見たリ聞いたり

する場面を設定◎評価
の視点を示す

[

冒 は大囎

[]は 中囎

◎は小項目



lV指 導 事 例

1.生 活単元学習 「手す き葉書作 り」(精 神薄弱養護学校高等部)

11}ね らい

①で きるだけ自ら考え行動す る力を育てる ②学級全員で協力 して活動する力を育てる

③責任を もって作業を行 う力を育てる

② 対象生徒の実態(高2A男 てんかん 軽度精神薄弱)

学級委員のA男 には集団の核 としての役割を期待 しているが,積 極性に欠け自己中心的であ

る等の課題がある。例えば,学 級会で級友の意見を聞いてまとめることが苦手で,役 割や責任

を もたせ られることを嫌い,与 え られた課題か ら逃避 しがちである。仕事を頼まれて も途中で

気が散 り中途半端で終えて しま う。意見が食い違 うと自分の意見に固執 して相手をいつまで も

非難 したりして しまうことも多い。

{3)見 通す力を育てる指導の工夫(軽 度生徒対象)

〈学級全体に対 して 〉

　 　

授業1・ 主体的な行動力を育てるために生徒の考えや意見を尊重 しっっ,一 人一人に希望1
[ll

l形態1す る作業工程や分担を考えさせる。{

場面 ・・問題解決の場面を設定して試行錯誤をさ也 次に何をするのか予測させながら目1
{

il

設定1的 的行動をとらせ る。

lil

教材i
　 　

I

l教 具l

i1

一
内容(作 業工程)を 工夫 し,「 よ一 しやるぞ」という意欲や,「 やればできる」

とい う自信を持たせる。

・具体物,絵 カー ド,ビ デオを活用 して視覚的に理解を深めさせ る。

i評価i・ 反省会で各自の作業内容や仕事ぶりを発表させたり,互 いに評価させたりするこl
li!

i… とによ り,今 後の課題にっいて理角翠を深め させる.i

〈A男 の見通す力を育てる工夫 〉

次の点に配慮 して,A男 に司会 ・進行を させなが ら活動の見通 しを もたせる。

①授業の挨拶,準 備 作業,後 片付けなどの時刻を意識 ・予測させ,号 令をかけさせる。

②級友の希望す る工程や反省を聞きとる言葉かけを考えさせ,話 し合いを進めさせる。

(4)指 導計画

1学 期 は暑中見舞いの葉書を作成 し,生 徒の実態に合った作業分担や工程の工夫を行 う。2

学期は年賀状の作成 と礼状書き,3学 期は学級の協力体制を深め,文 化祭で販売活動を行 う。
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(5)指 導の展開

口 学 習 活 如
A男 への指導上の留意点 見通す力を育てる手立て1

導

入

・挨拶

・活 動内容 の説 明

(絵 力.....ドや ビデオを み る)

・作 業工程 の希望 を と る。

・進行係を意識 させ る
。

・時刻に留意 させ大 きな

声で挨拶 させ る。

・級友の作業工程の希望

をきちん と聞 き取 らせ

る。

・授業の始ま りを意識させ

るため元気に挨拶 させ る。

・絵 カー ドや ビデオで作業

工程の理解を深めさせる。

・作業希望の工程を発表さ

せ る。

展

開

・①～⑦の作業を分担す る。

①パ ックを切る,ち ぎる

②鍋で煮 る ③ ビニールをは

がす ④ ミキサーをかける

⑤紙 をす く ⑥アイロ ンをか

ける ⑦プ レスす る

・用具の準備や全体の作

業が きちんと流れてい

るか確認 させる。

・作業分担を検討させ協力

体制をつ くらせる。

・準備や作業を協力させ分

業体制をつ くらせる。

・手順や仕事ぶ りを即時評

価 して意欲を高める。

・試行錯誤をさせで きるだ

け各 自に判断 させ る。

ま

と

め

・後片付け

・反省会

・反省会で,で きるだけ

級友が感想や意見を発

表で きるよ うに言葉か

けをさせ る。
■

・互いに協力 してすみやか

に後片付 けをさせ る。

・自己評価や相互評価につ

いて適宜,助 言す る。

㈲ 指導の結果と考察

授業の評価 は,ね らい①～③について具体 目標を設定 し,個 々の生徒の到達 目標を対応 させ

た。A男 には授業の開始と終了時の時刻を号令係 として意識付けることにより,自 分か ら号令

をかけることができた。作業工程の希望の聞 きとりは,A男 に絵 カー ドで作業工程を確認 させ

ることによ り,級 友一人一人の意見を聞 くことがで きた。 また,「 紙すき係 は一人でいいので

アイロン係にまわってよ。」と,人 数の調整 も行 うことができた。反省会の司会は,聞 き方を

考えさせ ることにより,「 ○○君,今 日は何を しま したか?」 「どうだったか,感 想を言 って

下 さい。」と,よ り円滑 に行 うことがで きた。学級活動 を学級委員のA男 を中心 に進めさせる

こと,に よ り,休 み時間に手すき葉書作 りを他学級の生徒に教えたり,葉 書の生産高表の作成

や文化祭での販売価格や売 り方を考えたりなど,主 体的に3学 期までの見通 しを持ちっっ活動
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を進める力を育てることができた。なお,相 互評価の司会は今後の課題である。

学級には,A男 を含め11名 の生徒がいる。障害の軽 いA男 は,学 級での一斉指導の課題は

さほど苦労せず に行える力を持 っているため,A男 の課題設定には一層の工夫を要 した。

今回,A男 に対 して学習課題を個別に設定 し,そ れを 日々意識づけることにより意欲的活動

や行動の見通 しを培い,A男 の主体的な活動を引き出す ことができた。 これを機会に 「できる

男,学 級のお手本」と してのA男 か ら 「主体的に自ら挑戦す るA男 」を育てていきたい。

2国 語科の指導 単元名 「みっけた みっけた」(小 学校精神薄弱学級)

(1)ね らい

①生活の中で見っけた ことを話 した り,簡 単な文を視写 した りすることがで きる。(単 元の

ね らい)

②自分の課題を把握 して,進 んで活動す ることがで きる。(見 通す力育成のね らい)

② 対象児の実態(小6B男 ダウン症候群)

畷撫 爾露羅l
lIi

③ 見通す力を育てる指導の工夫(軽 度児対象)

「 「=爾 授業1陶

授業の展開を①探す ②話す ③書く という流れを設定することにより児童に自i
i1

導t分 の課題を分か りやす くした。1

・スモ ー ルステ ップ

1過

宝探 しゲームの第1段 階 は① まで,第2段 階 で は② まで,第3段 階で は③ まで とすI

i程iる ことにより学習の方法や課題を把握 しやす くした。そ して,① ～③の学習の方法

に十分親 しんでか ら,「 ゲーム」を離れて校庭や校外に学習の場を移すように した。

・児童の興味 ・関心 に即 した もの

}材 瞳 には ・文を訊 という少 し難 しく演 嚇 わ きに くい翻 も 「宝探 しiと ㌔、

{・ うゲー ムを学 習の中 に取 り入 れ る ことによ って,楽 し く学習 で きる よ うに した。

i

果物 の模型 や 日常 生活 で使 って いる身近 な物 を ビニ ール袋の 中 に入 れ,リ ボ ンで結i
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1具

評

価

ぶ ことに よ り, 「宝物」 という意識を高めたり,興 味を持たせ るよ うに した。

・即時評価

課題ができた場面,指 示を受けな くて も次の課題に進めた時にほめる。

・自己評価,相 互評価

友達の見っけた宝をよ く見 る。友達の発表をよく聞 くようにさせる。

自己評価や相互評価につながるように,指 導者が観点(宝 を見つけた場所を上手に

教え られた,「 どこで」がよ くいえた等)を 示 した評価をす るようにする。

(4)指 導計画(12時 間扱 い)

①宝探 しゲームを通 して学習す る。

(8時 間)

ア.宝 探 しゲームのや り方を知 る。

イ.「 ぼ くは,ど こでなにをみつ

けま した。」の言い方に慣れる。

ウ.「 ぼ くは,ど こでなにをみっ

けました。」の書き方に慣れる。

②校庭や学校の まわ りで見つけた

ことを話 したり,簡 単 な文で書

き表わ した りす る。(4時 間)

(67指 導の結果 と考察

「宝探 しゲーム」を通 して,探

す という活動を取 り入れたことで,

「何を書けばよいのか」がB男 に

は分か りやす く,楽 しみなが ら進

んで学 習す ることができた。

しか し,B男 にとっては 「宝探

しゲーム」の方 に関心が強 く,見

っけた宝の数 にこだわる傾向があ

った。

そこで,次 時よ り,「 自分の宝

を3個 探す(赤いllボン)」 「人の宝を

(5)本 時の簾闘 く対象児についてのみ綾枠>6!12

① 「ほくは・ど・で なにをみつけ・した.・ と話・たり □ … と・畑 き入れ・・

とができる.(国 語科としてのねらい)〈 視写〉

②自分の課魑を把聾して、すすんで活勘することができる。(晃 通す力としてのねらい)

学習活動 指導上の留意点 見通す力を育てる手立て

導 ・宝 探 しゲー ムをす る……1 '隠 す所 をよ く見る 〈学習環境〉

①今日の宝を知る。

⑦隣す所をよく見る。

ように1暫樹けをする ・プレイルーム

集団活動と鯛人活動の組合入 ■

③探す。 宝一lo髄(果 物

レ

せ

n ④見っけた宝を量とおぽんに o模 型やフr-4等 <児 童の興殊 ・関心に即した

7 のせ る。 彊 一10枚 教材 ・教具の工夫〉

v ⑤見つけた宝を発表しあう. ・ゲーム化 ・袋 に入 ウた宝

展 ・宝 探 し ゲ ー ム を す る ・・… ・2 ・ゲームに⑤が加わ 〈視覚に訴えるもの〉

ったことを知らせる ・宝の数と皿の数を同じにし

①～④同じ ・⑤をやoて か ら、 て、宝が全部見っかったかど

⑤ 「ぼくは、豊ニヱ 茎」三 探すことを確謬する うかが 、一 目でわかるよ うに

生 みつけ 蓑した。」 ・ 「中」 「上」 「下 した・

欄 と、話 した り、 に一 「後ろ」などの言葉 ・ホワイ トボー ド に手順を

ことばを書き入れる. を使うような塙所に 示 して お く。

(視写) 隠すように配慮する つ は

ぎ じ

開 ⑭ ③～⑤を繰り返す。 ワーク シー ト か に さ め

く が に

・宝の隠 し場所がわ 　 す

n か らな くなった時は (即 時評価 〉 一

28 ヒン トを与え る. ・課題がで 春た時 、指示され

v ・先 に話 させてか ら なくても次の課題にすすめた

●かせるようにする 時 にほめる.

ま ・発表をする ・発表者の方を向き 〈自己騨価、相互評価〉

①一人ずっ臼分の見つけた宝 よく聞いている児■ ・自分な りに醸彊 った ことを

と を発表する。 をほめ、全員がよ く 亮衰させ る。その後、指導 者

②宝の一つを選び、書いた文 聞 くようにさせる。 が鰻点(す すんで活動できた

め を大きな声で読む ・次時 もゲームをや り、 「どこで」が よく書けた

n ③ 今 日のゲー ムで頑 彊うたこ ることを知 らせ、次 等)を 示した評価をするよう

lo とを晃表する。 時への意欲を高める にす るe

v ・次時の予告を聞く
一
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見つけて も取 らない」 「自分の宝3個 分の文作りが正 しくで きた らみんなの宝(緑刎ボン)を 探

す」というように変えた ら,前 時より落ち着いて,さ らに意欲的に学習に取 り組め るように

な った。

また,学 習の場を校庭に移 して も,ね らいか ら外れ ることもな く目的を持 った活動をす る

ことがで きた。

教科の授業の中にゲームを取り入れたり,一 定の授業の流れを決めたり,単 元の中で もス

モールステ ップで段階的に指導 してい ったりす ることが,見 通 しを持 って,意 欲的に活動で

きる大 きな要因の一っであることが明 らかになった。

他の領域 ・教科等の学習において も,同 様の指導の工夫をす ることによって,B男 は自ら

r次は」 「この先は」と考えるようになり,見 通す力が育 ってい くものと考える。

3.日 常生活の指導 「朝の会」(精 神薄弱養護学校小学部)

(1}ね らい

①一 日の学校生活の始ま りを理解 させ る。

②今 日の学習に意欲や見通 しを持 った活動を引 き出す.③ 活動に楽 しく参加す る。

(2)対 象児の実態(小6C男 精神発達遅滞)

今後の学習予定の中に,自 分の楽 しみに している行事があると,そ の ことだけで頭の中が

一杯にな って しまいr気 持が集中できなくな って しまう。 「明日,明 日」という発言が多い

ことと普段の行動か ら推測す ると,予 定はすべて明日やる活動 と,と らえていると思われ る。

(3)見 通す力を育てる指導の工夫(重 度児対象)

羅'撫 謹麟総 誉1彰慧 駕 雛 縮ll
て席順を設定す る。

・自ら進んで朝の会に参加 しようと思えるような雰囲気つ くりをする。

{指 導1'一 定の流れを繰 り返 しなが ら・内容を変化 させ高めてい く。

1過 程 卜 今 日の学習予定にっいは,そ れぞれの授業の一部を実際にや って見せる。

!・ 児童の反応 に応 じての教師の適切な援助 ・助言を行 う。

1教 材1・ 朝の会の流れの中で,絵 カー ド,写 真,マ ー クなどを用意 し,一 人一人の児童に

{教 具1わ かりやす いものを提示 し選択 させ る。
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評価 ・一人一人の児童の理解力に応 じた評価の観点を設定 し
,即 時評価で確認 させ る。

〈C男 に対 して〉

平成3年10月 よ り,授 業カー ド別の時間割表を作成 し,週 時程などの並べかえを指導す る

ことで,今 日→明日→今週→来週の順に,見 通 しを持たせ る範囲を少 しずつ拡げてきた。

(4)指 導計画

年間を通 して,朝 の生活の一環 として位置付 けている。指導内容 として ①あいさっの歌

② 日付,天 気 ③ 出欠席 ④今 日の予定(各 授業,給 食の献立など)⑤ わ らべ歌遊び で

構成 している。司会は一週間単位の当番制 とし,司 会の仕方は個々の実態に応 じて,司 会を

する児童が分かりやすい方法で行 う。

(5)指 導の展開

学 習 活 動 C男 への指導上の留意点 見通 す力 を育て る手 立て

・ 「あ っ まれ 」の曲が ・朝の会が始 まることを ・音楽 ,マ ー ク,い すの配 置 な ど1

導 聞こえた ら各 自のマ 意識 させるよう,友 達 活動が集中 しやすい場の設定。

一クのいすに着席す への声かけをする。 ・参加意欲が高 まるような楽 しい

る 。 ・友達の反応を確かめさ 雰囲気。

・当番 の児童が ,始 ま せなが ら呼名させ,意 ・一 定 の 流 れ の 授 業 ,「 は ・ じ ・

りのあいさつ と朝の 識で きない友達には自 め ・ま ・す 」 に合 わせて手 をた

入 会の歌に合わせて呼 分か ら握手を しにい く。 た くなどの動作を伴 った働きか

名と握手をす る。 け

・カー ドを使 っての 日 ・カー ド遊びなどで間違 ・目的の場所,考 える時間などの

展 付,天 気,出 席調 べ。 いがないか確認 させる。 場の設定,即 時評価。

・今 日の授業予定の絵 ・個々の児童の表現方法 ・集中で きる雰囲気や今 日の授業

カー ドを選 び,授 業 を大切 にさせるよう援 予定をイメー ジ化 しやすい内容

の一部をやってみせ 助す る。 にす る。

開 る 。
・授業予定をまとめる。 ・スキ ンシップを通 して快の表情

・わ らべ歌遊 び。 を引きだ し,情 緒の安定を図る。

ま ・当番の児童が終わり ・朝の会が終 ることを意 ・ 「お ・わ ・り ・ま ・す 」 に 合 わ

の あい さつをす る。 識 させ るよう声かけす せて手をたた くなど,動 作の伴

と ・次の授業の教室を再 る 。 った働 きかけ。

度確認させ る。 ・次の授業の教室を皆に ・わかりやすい言葉での指示。

め 知 らせ る。
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㈲ 指導の結果 と考察

C男 に対 して,実 質一年間かけてスモールステ ップで指導 したことや,予 定を皆の前で発

表 したりする場面を設定 した ことにより,今 後の予定 に対 しての不安感が少な くなった様子

か ら見通す力を向上 させ ることがで きたのではないかと考え られる。

小学部段階での朝の会の指導では,「 楽 しい一・日が始 まるよ」 とい う場の雰囲気を大切に

す ることにより学校生活への期待 と意欲が生 まれ,そ の申か ら少 しずっ見通す力が育 ってい

くと考えられ る。また,一 人一人の児童が現在持 っている力を大切 にしなが ら興味 ・関心の

ある部分を糸口として,見 通 しの持て る児童 と,持 ちに くい児童それぞれについの,時 間,

場所,内 容を関連させなが ら,朝 の会の内容を計画 してい くことが,今 後の課題である。

4,生 活単元学習 単元名 「秋を感 じよう1」(小 学校精神薄弱学級)

(1)ね らい

① どん ぐり探 し,み かん狩 り等の活動を通 して,秋 を感 じることがで きる。 〔単元〕

②言葉や動 き等の指示を頼 りに,自 分のするべき行動を考え,進 んで学習に取 り組む こと

ができる。 〔見通す力を育て るためのね らい〕

② 対象児の実態(5年D男 自閉症)

発問や指示をよ く聞けるようにな って きたため,学 習の発展の予測がで きつつある。結果

の予測は,日 常の簡単な生活場面で はで きているようだ。考える力がついてきたが,行 動を

決定 し,実 際に行動に移すまで時間がかかる。また,す べての行動が快不快に左右 されるこ

とが多い。 しか し,情 緒が安定 していれば,課 題 に意欲的に取 り組める。課題のっなが りを

理解す るのは難 しいが,次 に何をすればいいのかは理解で き,進 んで行動 に移す ことが多 く

なった。

(3)見 通す力を育て る指導の工夫(重 度児対象)

場面 ・情緒の安定を促す場 として,教 室,特 に児童の机を中心 に授業を行 う。

設定 ・一人一人の児童の イメージ色を決め,使 う場所に配色す る。

指導 ド 展開の活動を鮪 化 し 「はじめ∬ つぎに」 「おわ りに」と して提示す る・

過程1・ 指示や発問は,一 人一人の児童の理解力に応 じた言葉や動 きでする。

教材 ・どん ぐり拾いの経験を想起 させ るために,拾 ったどん ぐりで作 った絵を活用す る。

教具 ・どん ぐりの衣装を着させた り,ど ん ぐりを箱の中で ころが したりす る。

.,



・授業の終わ りに発表会を設け,自 己評価,相 互評価 させる。

(4)指 導計画(14時 間 ・本時6/14)

① 「柿を絵 にしよう」→校内の柿を収穫 し,絵 や版画にする。

② 「銀杏の葉やどん ぐりを探 しにいこう」→実物を使 って絵に したり,遊 んだ りする。

③ 「みかん狩 りを しよう」→歌を歌 った り,校 外へみかん狩 りに行 った りする。

(5)指 導の展開

学 習 活 動 C男 への指導上の留意点 見通 す 力を育 て る手立て

・始まりの挨拶を して ・ 「手 は膝 に 」の声 か け ・始 まりの合図を意識させ るため

導 秋の学習を知 る。 を して意識をさせ る。 に,目 を合 わせ るまで待 っ。

・本時の学習内容 を知 ・D男 のめあての説明 は ・ 「は じめ に 」 う た ,「 っ ぎ に 」

入 る 。 絵 カー ドを 見せ なが ら, ひ ろ う,「 つ ぎに」 ころが る と

分か りやす くする。 絵 カー ドと共に板書す る。

①楽 しく手遊びを した ・手遊 びや歌で は ,楽 し ・手本をする児童の動 きをよ く見

り,元 気に歌を歌 っ くリズム打ちがで きる るように声かけをする。 自分の

展 た りす る。 よ うに手 を叩 く。 楽器を準備 させるために,楽 器

の場所にD男 の色を付けてお く。

②どんぐり拾いを再現 ・壁面パネルにつけるど ・自分か ら席を立とうとす るまで

し,想 起す る。 ん ぐりは子供達の拾 っ 待 っ。 立 と う と しな い時 は,

た物にする 「とる」 と声 か けをす る。

開 ③どん ぐりの動 きを真 ・どん ぐりを箱に入れて ・動 きの分かる大きな箱を用意す

似す る。 ころがす際 歌を歌 う。 る。 ころがす動作を大げさに し
'

て意識付 けをする。

ま ・どん ぐりの動 きを発 ・友達の発表の仕方を見 ・タンブ リンで拍子を打たせた り

と 表 し合 う。 るように順に発表す る。 手を叩いた りして評価をさせる。

め ・次回の学習内容を知 ・椅子や机を一人で運ば ・みかんを疑人化 して,み かん狩

る 。 せ る 。 りをすることを知 らせ る。

㈲ 指導の結果と考察

〔成果のあったと思われ る工夫〕

児童の活動を 「うた う」 「ひろう」 「ころがる」の3っ に焦点化 したため,次 に何をすれ

ばよいのかが分か り,見 通 しを もった活動がで きていた。D男 には表出言語がないため,意

一47一



思を伝える手段 は視線の動 きや しぐさ等が主である。そのD男 の視線が教師の動 きを追 って

いた ことか らも課題を理解 していたと思われ る。また,活 発に活動でき,表 情には笑顔 も見

られた。課題を見通 したことが,意 欲を喚起 したのだと推測 され る。

説明の際に活用 した絵 カー ドは,そ れを手がかりに考えることを促 した。また,絵 カー ド

と文字を効果的に組み合わせた提示 もすべての児童に対応で きて有効であ った。

〔課題 として残 ったこと〕

見通 しを持たせるためには,児 童のや りたいという気持ちを生か した言葉かけや援助を心

がけなければな らないと感 じた。指導者は,児 童が,次 の展開を予測 しようと考えている時

間を確保す ること,児 童が,予 測できるかで きないかを見極めた援助をすることなどを配慮

する必要がある。 また,児 童の意欲を喚起す るためには,一 入一人の児童の成長 に応 じた課

題設定を していくことが大切である。

Vま と め と 今 後 の 課 題

本分科会は,見 通す力を育てるための指導の在 り方について研究を進めた。 「見通す力」を

育てることにより,意 欲的な活動を促す ことがで きるのではないか と考えたか らである。

1ま とめ

fl)KJ法,ス トー リー法を応用 して探 ることにより,「 見通す力」についての,本 分科会と

しての概念が規定で きた。

・概念構成図を作成 した ことにより,児 童 ・生徒の発達段階 ごとの見通 しを もったと思われ

る特徴的な行動が明 らかになり,こ れを参考に指導を行 うことがで きるよ うにな った。

(2)見通す力を育てるための指導計画ができた。,

・概念構成図 と指導計画を照 らし合わせ ることにより,指 導の重点化が容易に行え るように

な った。

⑧見通す力を育てるための指導の在り方にっいて,指 導上の工夫の観点を基 に,重 度児 ・軽

度児各2例 つつ授業研究を行い,特 に次の ことを確かめることができた。

①授業形態の工夫=〈 学習形態 〉では,軽 度生徒には,友 達の希望や感想を聞いた り,協 力

して活動できるように集団活動と個人活動 を組み合わせた学習を組んだ りして,生 徒同士

のや り取 りや会話が多 くなるように したりす ると,活 動の見通 しを もちやす くなった。

②場面設定の工夫:〈 学習環境 〉では,指 導者の指示や提示が見やす いように,児 童の位置

や,指 導者の立っ位置に配慮 した り,児 童のイメージカラーや シンボルマー クを使って・
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見通 しが持 ちやすい環境 を設定す ることがで きた。

〈問題解決場面の設定 〉では,軽 度生徒は,試 行錯誤 させることにより,誤 りの原因 ・理

由を自覚 し,行 動の見通 しを持つ ことができ,意 欲を高めることにつながった。

③指導過程の工夫:以 下の例に示すよ うに,一 定の流れのある授業をすることにより,児 童

生徒が意欲的に,か っ精神的にも安定 し落ち着 いて学習で きるようになった。

・指導事例4で は,展 開の活動を焦点化 しs「 はじあ」,「 っ ぎに」,「 さいごに」とい

うように,活 動の区切 りを付けて提示す ることにより,児 童が見通 しを持 って,意 欲的

に活動で きることを促す ことがで きた。

・指導事例2で は,(ア)探 す(イ)話 す(ウ)書 く というように,展 開の活動を焦点化 し,

指導者の指示をできる限 り少な くし,児 童に 「次に何をやるか」を考えさせることによ

り,自 ら進んで学習に取 り組むようになった。

・指導事例1で は,授 業を進めるごとに,作 業工程((ア)牛 乳パ ックを切 る(イ)窯 で煮る

(ウ)ビ ニールをはがす(エ)ミ キサーをかける(オ)紙 をす く(カ)ア イロンをかける(キ)プ

レスす る)の 分担をす ることにより,各 自が 自分の分担だけでな く他の行程 との関連 も

意識 し,互 いに協力 しなが ら作業全体の進み具合を考えるよ うにな った。

④教材 ・教具の工夫:児 童 ・生徒の実態や興味 ・関心に合わせて,カ ー ド,ビ デオなどを利

用 して課題を確認 させるたことにより,次 の課題を見通す ことがで き,意 欲を持 って学

習に取 り組んだ。また,教 科の授業の中に児童 ・生徒の興味 ・関心のある活動を取 り入

れたところ,期 待感を持 って楽 しみなが ら意欲的に活動 し,自 分か ら次はどうすればよ

いか と考えるようになった。

④評価の工夫:重 度児,軽 度児共にね らいに応 じた即時評価が,次 の活動意欲を喚起 させ る

ために大変有効であった。また,軽 度児同士での相手の よいところを認めるなどの相互評

価では,評 価の観点や方法を適切に提示す るとよか った。

2今 後の課題

(1)見 通す力の概念規定については,各 段階の特徴的な行動間の関連を生理するたあに,さ

らに多 くの見通す力が育 った事例を収集 し,意 欲 との関係について検討す る必要があ る。

② 見通す力を育てるための指導計画については,実 態把握,目 標設定指導内容の工夫など

未検討の観点について,中 項 目 ・小項 目を挙げて整理する必要がある。

(3)見 通すカを育てるための指導の在 り方 にっいては,中 度児 にっいて も,工 夫の観点を基

に焦点を決めて授業研究を進め,指 導上の重要 な工夫点 を検討 し整理す る必要があ る。
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児童 ・生徒の障害の状態に応 じた

養護 ・訓練の指導

一 『意思の伝達』の状態の改善のための指導 一

1主 題 設 定 の理 由

本年度の養護 ・訓練部会は,ろ う学校,精 神薄弱養護学校及び小学校の精神薄弱学級,難 聴

学級の担任10名 によって構成 されて いる。障害の種類や程度が異なる学校,学 級を担当す る研

究員のメンバーの中で,養 護 ・訓練の研究 について共通のテーマを設定するために,ま ず各学

校,学 級 ごとの養護 ・訓練にっいての指導事例を持ち寄 り,指 導上の問題を出し合 った。

そ こで出 された問題 は,次 のようである。例えば,指 示が なかなか理解で きない,時 々パニ

ックを起 こして指導が難 しい,オ ウム返 し様の言葉が多 く会話が成立 しない,言 葉や文字がな

かなか覚え られない,養 護 ・訓練の位置づけや指導の形態などが明確でない,な どであった。

問題を整理すると,① 意思の伝達,コ ミュ.ニケーション能力の獲得に関するもの②心理的適応

に関す るもの③精神薄弱養護学校の養護 ・訓練(発 達の偏 り)の とらえ方に関する もの3っ に

分けられた。以上の課題を検討す る中か ら,全 研究員の事例に共通する 「意思の伝達ゴを中心

課題 として研究を進めることとし,心 理的適応 と養護 ・訓練の教育課程における位置付け等に

っいては,研 究を進める過程で,配 慮 しなが ら検討 してい くことと した。 このように,「 意思

の伝達」 に視点を当て,指 導事例を通 し,「 意思の伝達」の基本的なとらえ方,そ の状態を改

善す る指導法の在 り方等 にっいて,明 らかにすることとした。

1[研 究 の 方 法 と 経 過

1研 究の方法

(1)基 礎研究:各 学校 における養護 ・訓練の指導計画 指導事例を持ち寄 り,共 通理解を図

り,研 究主題を検討 した。さらに,「 意思の伝達」に関する指導事例を持ち寄 り,障 害種

別 ごとの指導上の課題について,共 通するところと異なるところを出 しあ って研究課題を

絞 り,副 題を決定 した。

t2)研 究主題に基づ く研究:盲 学校,聾 学校及び養護学校小学部 ・中学部学習指導要領に示

されている養護 ・訓練の内容の うち,「 意思の伝達」の4っ の項目について学習指導要領

解説等を もとに理解を深め,養 護 ・訓練のとらえ方,用 語等を明確にさせた。また,KJ

法を活用 し,「 意思の伝達」の状態を改善す る指導上の配慮事項等につ いて整理 した。
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(図1,参 照)そ して,指 導事例を基にr実 践 に直結する討議を深め,具 体的な指導にど

う生かせ るかを検討 した。

研究経過

5～6月 ………養護 ・訓練の事例報告,研 究テーマの検討 と決定

7～8月 ……… 「意思の伝達」に関す る指導事例の検討,主 題の考え方のまとめ

9～11月 ………指導事例の指導案の検討,指 導事例の指導経過の報告 と原稿の検討

12～2月 ………報告書の原稿の校正,研 究発表の内容の検討,準 備 練習,発 表会

皿 研 究 の 内 容

1.「 意思の伝達 」のとらえ方

意思の伝達 にとって基本的に大切なことは,自 分の気持ちを伝えたい,分 か ってほ しいと

い う心 と,そ のような相手の気持ちを理解 しようとす る心が,相 互 に交流することである。

っまり,一 方的な意思の伝達ではな く,相 互に意思を伝え合 い,交 流す ることが,自 らを高

め るとともに,よ り豊かな外界とのかかわ りを可能にする し,ま た,よ り豊かで楽 しい生活

を実現させ る。 このような視点か ら,意 思の伝達を とらえ,一 人一人の児童 ・生徒の意思の

伝達への意欲を喚起す るとともに,必 要な知識や技能 ・態度を養うことが,教 育活動におけ

る具体的な目標になると考える。 しか し,実 際は,教 師の意図やね らいが先行 し,児 童 ・生

徒に通 じていないこともある。教師は,こ のような状況を真剣に受け止め,よ り分かりやす

い相互伝達の手段や方法を模索 し,実 践 していかなければな らない。そ して,児 童 ・生徒の

意欲を喚起 し,意 思の伝達の状態の改善を全面的に図る実践を展開す る必要がある。

意思の伝達の状態は,一 人一人の児童 ・生徒の障害やその示す実態 によって異なって いる。

聴覚等の感覚障害が主障害の事例で は,基 本的な人との関係が成立 していれば,概 念の形成

を図 りなが ら,発 声 ・発語及び聴能訓練などの基礎的指導を通 して,言 葉を段階的に習得 さ

せ,さ らに体系的な言葉の獲得と活用にっなげていくことができる。

主障害が精神薄弱や自閉的傾向の事例では,一 人一人の児童 ・生徒の示す表情や行動,言

葉が多様であ り,一 面的な理解では,児 童 ・生徒の実態を正確に把握す ることは困難である。

したが って,こ れ らの児童 ・生徒の意思の伝達の状態を改善す るためには,音 声言語だけに

よるかかわ りに頼るのではな く,身 振 り ・手振 りなどの動作,さ らには,絵 カー ド,文 字 カ

ー ドなどの多種多様な教材 ・教具を工夫,開 発す るとともに,こ れ らを活用 した指導法につ

いて も改善を してい く必要がある。

一51一



障害が重複す る児童 ・生徒の事例では,児 童 ・生徒の示すわずかな表情の変化や思いがけ

ない行動にこそ,問 題解決への手掛か りが存在 していることがあ り,こ れ らの適切な把握 と

対応が極めて大切 となる。

2.「 意思の伝達」の状態を改善す るための指導で大切なこと

(1)的 確で多面的な実態把握

一人一人の児童 ・生徒の実態を的確に実態把握す るためには,多 面的な視点か らその全体

像をとらえることが大切である。一人一人の児童 ・生徒が示す表情や行動及び言語活動など

を きめ細やかに観察 し,そ れ らの もっ意味を内面的側面か らも分析する必要がある。そ して,

発語や身体の動 きも自由に発現 し難い状態にあ った り,あ るいは発現はあ って も相互の意思

の伝達 に有効に使えない状況にあ ったりす るなど,実 際的なコ ミュニケー ション能力の実態

を科学的に把握す る必要がある。

(2)信 頼関係の形成

指導を進めるに当たっては,児 童 ・生徒が自ら表現 したいという気持 ちを高め,主 体的に

伝えようとする意欲を育てるよ うな配慮が大切である。そのためには,教 師と児童 ・生徒 と

の共通体験を通 し共感を深め,信 頼関係を形成 し,表 現す ることへの 自信を持たせることが

重要である。そ して,こ の信頼関係を基盤 とした指導を展開す ることによって,指 導の効果

を一層高めることができると考え る。

(3)系 統的な指導計画の作成 と指導

指導に当たっては,次 の観点 を基 にした系統的 ・継続的な指導計画 と実践 ・評価が不可欠

であ り,そ れ らを教師間で共通理解することが大切であ る。

① 指導課題の明確化

適切 な実態把握を基に して,言 語を含めたコ ミュニケー ション能力の発達的な分析 に加

え,児 童 ・生徒の将来の変容の見通 しや,家 庭,地 域社会での生活など も考慮 して,現 在

における最 も必要な課題 は何かを明 らかにす る必要がある。

② 適切な指導内容の選定

明 らかにな った指導課題を基 に,「 意思の伝達」の指導の重点を設定す るとともに,具

体的な指導項目を選定する。その際 児童 ・生徒の興味 ・関心や 日常生活 との関連などを

重視 し,指 導の継続性 ・系統性や 日常生活への活用 ・応用などを配慮することが大切であ

る。
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③ 指導方法の工夫

実際の指導に当た っては,適 切な言葉かけや言語表出の場を多 く設定す るなどの言語環

境を整えた り,言 語理解を促進す る教材 ・教具や,概 念形成や コミュニケーシ ョン能力の

基礎を育む教材 ・教具を開発 した りするなど,環 境設定 と教材 ・教具の工夫が重要である。

また,授 業内容や形態を検討 し,各 授業 ごとの指導のね らいを明確化 し,ま たそれ らの関

連を考慮す ることが大切である。

以上のような 「意思の伝達」の とらえ方と指導の基本的な考え方を基に して, 「意思の伝達」

の状態を改善す るための指導法にっいて,指 導事例を通 して検討 した。

図1。 「意思の伝達」の状態を改善す るための指導で大切なことは何か

KJ怯 構造図(抜 粋)
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N指 導 事 例

1,事 例1〔 自閉症児の理解言語能力を高める指導〕(小 学校精神薄弱学級)

(D児 童の実態

OA児 小学6年 生(12才)男,〔 障害 自閉症,精 神薄弱〕

○ 音声による表出言語 は 「ババ」 「ハ」のみである。問いかけなどに対 しては,「 ババ

バー」 「バー」などの声の調子や高さ,速 さ,長 さなどを使い分け,意 思表示をする。

しか し,自 分か ら友達や教師へ働 きかけることはほとん どない。

○ 毎 日の学級活動で繰 り返 され る日常的な指示は大体理解で きる。

○ 平仮名五十音が書 ける。 自分の名前が書ける。

○ 身体を動か した り,歌 お うと口を もごもごさせた り しなが ら,学 校放送 の音楽番組

「ワンツー ドン」を,喜 んで見る。

{2)指 導計画

① 目 標

○ 事物の弁別力等,認 知,言 語の基礎的能力を育て る。

○ 内言語を増やす。

○ 人への関心を高める。

② 方 針

○ 課題 に応 じた教材 ・教具を用意 し,見 通 しを もたせ,意 欲的に課題に取 り組 ませ る。

○ 課題が終了する度 にほめる,は げますな ど賞賛 しなが ら,で きたという喜びを共感 し

なが ら進める。

○ 日常生活 に密着 した題材を選定 し,文 字学習を進める。

③ 授業の形態

○ 小集団によるグループ指導(リ トミック,生 活発表,運 針等の学習)

○ 個別指導(言 葉の学習)

④ 年間計画

ア1～2音 節程度の言葉 と絵カー ド・単語カー ドのマッチ ングをす る。(1学 期)

3音 節の単語や濁音等の絵カー ドと単語のカー ドのマ ッチングをする。(2・3学 期)

イ 絵 カー ドを見て,文 字を書 く。(2・3学 期)

ウ 言葉の指示や,単 語 カー ドを読み,い ろいろな場所 に置かれて いる具体物を持 って く

る。(2・3学 期)
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工 年間を通 して,リ トミック,運 針,本 の読み きかせ,生 活発表などをする。

⑤ 指導内容

ア 教師の話す言葉を聞いて絵カー ドを取 らせる。次に絵カー ドを見て単語カー ドとマ ッ

チングさせる。また,単 語カー ドを見て絵 カー ドとマッチ ングさせ る。(絵 カー ドや文

字カー ドは,教 室にあ る身近な物や食べ物か ら始め,徐 々に種類を増や していく。)

イ 絵カー ドを見て,語 頭だけ抜けている語句カー ドに文字を入れ させる。同 じような方

法で,語 中,語 尾の文字を入れ させる。最後に絵カー ドを見て単語 として文字を書かせ

る。

ウ 単語の文字 カー一ドを見せ,読 ませてか ら 「もって くる」 「だす」などの指示を し,行

動させ る。

(3)指 導の実際

① 本時 までの指導経過

平仮名五十音は,言 葉かけで書 くことができるので,1音 節語の 「て,め,き 」などの絵

カー ドと文字カー ドのマ ッチングを した。その後,絵 カー ドを見て文字で書 く練習を した。

さらに,「 みみ,は な,く ち」などの2音 節,「 はさみ」などの3音 節の単語へ と進めた。

本時までに,身 近で慣れた物であれば3音 節の単語カー ドは取れ るようにな ってきて いる。

書 くことは,2音 節の単語は大体書 けるよ うにな っている。3音 節については,抜 けて いる

ところに書き入れるとい う段階である。その際 まだ自信がない らしく,教 師の確認を得て

か ら書 くとい う様子がみ られた。(本 時で は濁音のっ く単語 も導入 した。)

② 指導の展開(指 導案1,参 照)

(4)ま とめと今後の課題

学習の成立に 「ワンツー ドン」の音楽番組の ビデオが効果的であ った。学習課題に積極的

に取 り組み,そ の課題が終わると,自 分か ら 「テ レビを見たい」と指 さしで要求す るように

な った。また,喜 んで意欲的に学習に取 り組む ことにより,着 実に物の名称の理解が広がり,

内言語 も増えて きた。言葉 の獲得によ り,事 物が明確化され,指 示 されたことの理解がよ く

なり,情 緒 も安定 して きている。

現在,文 字を読む学習は,4音 節以上の単語 は頭の部分の2音 節の文字で反応 しているよ

うにも見受けられる。また,言 葉を聞いて文字を書 くという学習については,3音 節以上の

単語の場合,最 初の文字が記憶 されず途中で消 えて しまうようである。

今後 は,さ らに具体物等の教材を活用 し,「 言葉の学習」を繰 り返 し継続 させ ることによ
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りr言 葉の基礎 となる認知力や記憶能力を育てていきたい。そ して,本 児の興味 ・関心 を基

に成就感をたくさん体験させ,学 習意欲を高めなが ら要求表現や人とのかかわりを育てるた

めに,文 字学習(言 葉の学習)の 指導内容 ・方法を工夫 しなが ら進めていきたい。

(指 導 案1.小 学 校 精 神 薄 弱 学 級)

題 材 絵カー ドを活用 した単語の読み ・書き

題材の設定
舳

A児 は,身 振 りや指さ しが中心であり,音 声言語によるコミュニケーシ

理由 ヨンは難 しい。A児 にとって文字を習得す ることは,内 言語を増や し,意
思の伝達手段を拡充 し,生 活す る力や人との関係を豊かに して い くもの と
考え,こ の題材を設定 した。

本時のね らい 絵 カー ド ・単語 カー ドの マ ッチ ングを図 る。

指 導 内 容 主 な 活 動 教材 ・留意事項 時 間

導 ・あ いさっ ・返 事を す る。

名前を呼ぶ。
入 ・絵 カー ドの言葉 によ る ・言葉の指示で絵 カー ド (絵 カー ド) 2分

弁別 を取 る。
一

・絵 カ ー ド ・単 語 カ ー ド ・絵 カー ドを見 て ,単 語 (絵 カー ド)
の マ ッチ ング

叫

カー ドを取 る。 (単 語 カ ー ド)

い す,の り, ・単語 カー ドを見て ,絵 ・誤答 の場合 ,

本 展 は さみ,り ん ご, カー ドを取 る。 1文 字ずつ指 さ
みかん して読 ませ る。

・文字 を書 く。 ・絵 カー ドを みて ,穴 あ ・書けない時 は

きのところに文字を書き 教師がゆっくり
入れ る。 単語を発音して

援助す る。 17分

下 引 は1
一

1ど ん さ

巳」1う1一 睡 みi
時 開

・単語 カー ドを読 み ,指 ・はさみの単語 カー ドを

示を聞いて行動す る。 読ん で,教 師 の 「は この

中か らとる」の指示を聞
いて取 る。

ま おわ り ・あ くしゅを す る ・ほめ た り,認

と めたりの言葉か 1分
め けをす る。

単 語 カー ドを見て,カ ー ドが とれ たか。

評 価 絵 カー ドを見 て,単 語 カー ドが とれ たか。

絵 カー ドを見て,文 字が書 き入れ られたか。
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2.事 例2〔 難聴児の基礎的能力(聴 く ・話す)を 育てる指導〕(小 学校難聴学級)

(1)児 童の実態

OB児 小学4年 生(10歳)男 〔障害 感音性難聴(聴 カ レベル,右96bB,左94bB)〕

○ 発音は,サ 行とタ行の混同や音の取 り違えがある。(例 えば 「引き算」を 「みちざん」,

「真理 さん」を 「まいちゃん」等)

○ 発音 と文字が一致 していない。(例 えば 「べん きょうで100,Eで ないたい。」→ 「勉

強で100点 に な りたい。」)

01年 生時,偏 食が原因で給食の始まった5月 頃から登校拒否気味になった こともあった。

(2)指 導計画

① 目標

0意 思の伝達力を向上 させる基礎的能力(聴 く ・話す等)を,よ り確実に身 に付けさせ

る。

② 方針

○ 身体遊び,ゲ ームや製作遊びを取 り入れなが ら,課 題に集中できるよ うにさせる。

○ フ リー トーキ ング等,自 由な雰囲気の場面 を大切にして,正 しい表現を身に付けさせ

て,自 信を持たせる。

○ グループ学習を通 して,友 達同士の交流を深めさせ る。

③ 授業の形態

○ 個別指導(発 音,聞 き取 り,言 語 ・適応指導等を,在 籍校で指導す る。)

○ グループ指導(劇,音 楽,生 活発表指導等を,本 校へ通級 させて指導する。)

④ 年間計画

○ 年間を通 して……遊戯療法や音楽療法的要素を取 り入れた遊 びや,フ リー トーキ ング

等をする。

01学 期……音楽遊びを中心 として,言 語指導,適 応指導を行 う。

02学 期……劇遊 びを中心 として,言 語指導,適 応指導を行 う。

03学 期……作文指導を中心 として,言 語指導,適 応指導を行 う。

⑤ 指導内容

○ 手指 ・身体遊 び……迷路,す ごろ く,カ ルタ,ピ ンポ ン,あ んこ,こ ままわ し,的 当

てゲーム,縄 跳び,等

O製 作遊 び……折 り紙,工 作,昆 虫(か まきり等)・ ジグソーパズル等
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○ 音楽遊び…… リズム学習 「あだかおどり」(オ リジナル曲)等

○ 劇遊 び…… 「かさごじぞう」等

O言 語指導……発音指導,聞 き取 り指導,作 文 ・読解指導(「 学習発表会」等の作文,

当該学年 に準 じた 「長文読解」のプリン ト学習等)

(3)指 導の実際

① 本時までの指導経過

○ 音楽遊びを通 して,歌 や鍵盤ハーモニカ等の演奏を した。

○ 劇遊びを通 して,み んな と一緒に協力 し合 って,表 現活動を行 った。

○ 会話を通 して,情 緒 に落 ち着 きがみ られるよ うにな った。

② 指導案(指 導案2,参 照)

(4)ま とめ と今後の課題

本児は,身 体遊びや製作遊びなどを通 して,工 作的な技能の広が りや深 まりを持て るように

なり自信を付けてきた。製作 した物の説明や身体遊びの感想などの表現が沢山できるよ うにな

ってきた。 しか し,そ れ らは本児か らの一方的な ものが主であ った。そこで,相 互的な意思の

伝達を成立 させ,よ り豊かな会話が必要であ ると考え,自 由な会話に加え,教 師による対話形

式 による口頭作文の指導を導入 した。(以 下指導例,参 照)

指導前の作文
「ぼ くが まちがえた らだめなのでぼ くは,で きたので,う れ しか ったで した。」

B児 の応答教師の言葉かけ

間違えたら,何 がだめなの。
絵だけかな。音はどうなるのかな。
絵 と音が。
その時,○ ○君は,ど んな感 じが したかな。
ドキ ドキ しただけかな 上手にで きたんで
しょう。

え一 っと。 絵 が だめ なの。
ふ 一ん

あ一 っ 合わ なか ったん だ。

う一ん とね。 ドキ ドキ した よ。

うん,そ う。 で きた よ。

i
指導後の作文

「ぽ くがまちがえたら絵 と音が合わな くな ってだめなので,ぼ くは ドキ ドキで した。

で もじょうずにできたので,ぼ くはうれ しか った。」

本児は,作 文指導や会話指導を通 して自分の気持 ちや考えを整理 し,そ れを相手に伝え られ

るようになるなど,意 思の伝達 に関す る指導が充実する過程で,情 緒 も安定 して きた。 また,

語い数 も増えるとともに,相 互的な会話を通 し,友 達関係 も改善 され,何 事にも積極性がでて

くるなど,本 児の全体像が大きく変容 してきた。

今後 も,よ り良い人間関係を育成 しなが ら,会 話を豊富に してい くための指導を大切 に進め

ていきたい。
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(指 導 案2、 小 学 校 難 聴 学 級)

題 材

題材設定の理由

「学習発表会 」の作文

自分の考えや気持 ちを文章化することは、その気持ちや考えを整理 し,

よ り正確に表現す る力を向上させると考え る。そこで、本児にとって楽1

しか った 「学習発表会」を題材とし、興味 ・関心を高めなが ら、作文に1

取 り組 ませたいと考えた。

本 時 の ね らい1前 時に書いた 「学習藏 会」の作文を、より詳 しく・分かるように表

1現(文 章化)さ せ る。
1

本

時

の

学

習

指 導 内 容

導

入
自由な会話

工作(弓 矢作 り)

主 な 活 動

展

・会話を楽 しみなが ら、

弓矢を作 る。

作文をより詳しく、L前 時に書いた作文を
分かるように表現 さ
せ る。

留意事項、教材 ・教具等

・楽 しい雰囲気 を作 る。

(竹 ひ ご、た こ糸 、ナイフ)

時 間

開

ま

と

め

評
価

10分

音読させる.こ 総 懲 鴇 剤
・書かれた場面を会話r・ その時の状況と気持ち1

で深める。1を 思い出させる。1

談 灘 誓到(作 文用紙)1

30分1

まとめと次時の予告 ・出来上がった作文を

音読 させ る。
・前時の作文 と比較 さ

せる。

・じっ くりと、 は っき り

した読 み方を させ る。
・文 章表現 の違 いに気付

かせ 、良 くな った箇所 を

大 い にほめて や る。

5分

・ 「学習発表会」の時の気持ちを、詳 しく表現す ることがで きたか。
・場面の様子を分か りやす く表現す ることがで きたか。

3.事 例3〔 自閉症児の状況理解力や意思の伝達能力を高ある指導〕(精 神薄弱養護学校)

(1)生 徒の実態

OC児 高等部2年 女子 〔障害 自閉症 精神薄弱〕

○ 言語理解にっいては、 日常的で簡単な指示に対 して、理解 し対応ができる。

○ 表出言語については、2語 文以上ある。 自発的な言葉 は、 「～する」 「～ しない」と

いう2種 選択の状態にとどまっていることが多い。声かけや問いかけには 「オ ウム返 し」

で答えることが多い。選択をす るように問いかけると考えて答え ることはあるが、選択

肢のない問いかけには、疑問詞 をそのままで答えるか、または無言のままである。 自分

からは、疑問詞を使わず、助詞は抜 け落ちることが多い。

○ 人 との会話の中で要求を伝えたい時、尋ねたい時、意思を伝えたい時など、場 に応 じ

た言葉が使えない。また、理解言語 として持 っていて も、その場で想起 し、表出す るこ

とがなかなかできない。
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(2)指 導計画

① 目標

長期…… ・人 とのかかわ りの中で自分の状態を安定 させなが ら,生 活を楽 しむ。

短期…… ・状況の理解力を高め,経 験を広げる。

・単純な 「オウム返 し」の会話か ら,場 に応 じた簡単なやりとりの言葉を使え る

ようにする。

② 方針

○ 課題 に向か うことに心理的に重圧感や疲労感を もちやすいので,能 力的には易 しい課

題 も盛 り込みなが ら,課 題学習 にリラ ックス して向か っていけるようにす る。

○ 自分の気持 ちを表す言葉 を大事にし,育 ててい く。

○ 言語環境 に関わる配慮事項にっいては生活全般で取 り上げる。

③ 授業の形態……個別学習(週2時 間)

④ 年間計画

1学 期………興味のある題材を取 り上げ,課 題学習に向か うことに慣れ る。

2・3学 期……指導内容 は,因 果関係を含む もの,時 間の経過 とともに状況の変化を含む も

のに課題を広げてい く。

※年間を通 して,状 況を形容す る言葉を会話 に盛 り込み,働 きかける。学期 ・月予定に

関す ることなど,本 児の気 になることにっいては,具 体的に提示 し,視 覚的にも確かめ ら

れるよ うに絵,文 字,写 真等を使 って状況理解を助ける。

⑤ 指導内容

○ 絵 カー ドにどんなことが書かれているか,話 し合 った り文章カー ドを選んだ りす る。

○ 絵 カー ド,文 章カー ドを用 いて,時 間の経過や因果関係の状況を一連の流れで表すよ

うな系列(順 序)を 構成す る。(以 下,系 列画と記す)

○ 文字 カー ドを用いて,文 章構成 をす る。

(3)指 導の実際

① 本時 までの指導経過

カー ドを活用 した学習に取 り組 み始めてか ら,自 分の興味のあるものを見つけ,自 分で

カー ドを取 り出 して くることがみ られるようになった。系列画の学習については,一 っの

行動や学習を順序を追 って考える経験を積む ことにより,順 序 に従 って並べることは比較

的できるようにな り,絵 カー ドの状況を表す言葉や文 もスムーズに出るようにな って きて
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いる。

② 指導案(指 導案f

(指 導 案3,

参照)

精 神 薄 弱 養 護 学 校)

題 材 系列 画(絵 カー ド,文 章 カー ドを使 って)

単元設定の 状況理解の幅を広げるためには,因 果関係を含めた状況の変化をと
理由 らえてい く必要がある。絵カー ドで単純な流れでの状況理解をするこ

とに慣れてきているので,次 の段階 として,接 続詞等を活用 して状況
と状況をっ な ぐことに慣れ るよ うに して いきたい。その前段階 と し
て,絵 カー ドを文章 カー ドに置 き換えて,状 況の変化 ・流れをとらえ
る学習を設定 し,次 の段階の接続詞の学習へとっなげていきたい。

本時のね らい 状況の変化 ・流れを文章によって とらえ る。

指 導 内 容 主 な 活 動 配慮}分
教材 ・教具i

i

導 入 ・あ い さ っ ・着 席す る。 ・導 入 に配 2

1慮 す る。
}本

・絵 カ ー ドの説 明 ・4枚 の カー ドを順不同 で一枚,・ 絵 カー ド 1

を させ る。 ずっどんな絵か話す。1
1

時 ・順序 に従 って並 ・4枚 のカ ー ドを順序 に従 って }
べ させ る。 並 べ る。
・文章 カー ドを読 ・順不同に4枚 の絵 カー ドに即 ・文 章 カ ー 15

の 展 開 ませ る。 した文章カー ドを読む。 ド
・絵 カー ドと文 章 ・絵 カー ドを置 き,状 況 を表す

カー ドの マ ッチ ン 文章カー ドを合わせて置 く。
学 グ,文 章 カー ドを ・文章カー ドだけで順序 に従 っ

順に従 って並べ さ て並べ る。

せ る 。
i

習
まとめ ・学習の成果を評

価する。

・で きあが ったカー ドを見なが[3

ら話 し合 う。i

i

評 価 状況の変化や流れを文章によってもとらえることがで きたか。

(4)ま とあと今後の課題

本児の実態か ら考察す ると,本 児は,原 因 と結果の関係がっかめず,一 っ一つの出来事を

っなげてい くことに弱 さがあるので はないか。そ して,そ の背景には時刻や時間に関する感

覚や認識のっまずきがあるのではないか と思われた。そのことによって,本 児の状況理解の

仕方や意思の伝達の仕方 は制約を受 けざるを得ないので はないだろうか,と い う観点 を基に,

指導内容を設定 した。

指導を積み重ね ることによ り,教 師 との共感関係が深 まり,そ れを基盤に,教 師の働 きか

けた言葉を別の場所であたか も模倣す るように使 うとい うことも少 しずっ出て きた。例えば,
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会話の中で今まで使わなか った 「どこの○○」などの疑問詞を使いt本 児の思いが教師に直

接伝わ った り,会 話の中で 「かわいい」,「 す き」な ど,自 分の感情を言葉と して伝えて き

たりするよ うな場面が少 しずつ出て きた。 このように,「 状況の理解」 「意思の伝達」に焦

点を当てた指導を通 し,徐 々に本児の変化,成 長がみ られつつある。

今後 も,本 児が状況を理解す る力を更に高め,意 思の伝達がよりスムーズにな り,ま た生

活がより生活 しやす くなるような指導の継続が必要である。

4事 例4〔 聴覚障害を併せ有する精神薄弱児の指導〕(精 神薄弱養護学校)

(1)生 徒の実態

OD児 中学部3年 生(15歳)男

〔障害〕精神薄弱,感 音性高度難聴(左 右とも平均聴力 レベル90bB)

○ 発声(マ ママ…)は あるが発語 はない。母親とは簡単な手話で意思の伝達を図ることも

あ るが,学 校では一部の会話を除いて,主 に身振 りによるコ ミュニケー ションを図 ってい

る。 また,一 斉指示はよ く理解できないので,ど うして も行動が遅れがちにな った り,個

別の指示を与えないと行動 に移れないという面が多 い。

○ 視覚からはいる刺激には敏感で,動 作の模倣や,絵 に描かれているもの と実物 とのマ ッ

チングはできる。

(2)指 導計画

① 目標

ア 音声言語に代わる手段によって指示を理解させ,行 動をまとまりのあるものとして連

続 して行えるようにさせる。

イ 音声言語に代わる手段によって本児の要求を提示 させ,自 発的な行動を促 し,他 者と

の相互的な意思の伝達を,円 滑に図れ るようにさせ る。

② 方針

ア 目標のアについて,め くり絵 カー ドの使用を通 して手順を理解 させ,行 動 させ ること

を当面の指導とする。

イ 指導の場面(「 作業学習」)ば かりでな く,絵 カー ドの使用を さらに応用することに

よって,他 の学習場面や家庭生活に応用させ る。

③ 授業及び指導の形態

作業学習において,ほ ぼ同 じ学習課題を有す る生徒を4～5人 のグループに分け,一 人
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の教師が担当す る。指導時間は週1回2時 間である。

④ 年間計画(作 業学習における 「調理学習」において)

4月 ～5月 味噌汁作 り(本 児における道具 ・器具の使用能力や作 る手順の理解力等につ

いての実態把握を図る。友達や教師 との協力関係を育てる。)

6月 ～7月 味噌汁作 り(技 術面の指導に重点をお く。)

9月 ～ 味噌汁作 り(作 る手順を理解 させ、指示を受けずとも一人で作業を進め る。)

⑤ 指導内容

ア 絵カー ドに描かれている品物や動作を理解 させ、マ ッチングさせる。

イ め くり絵カー ドの使用方法について把握 させ る。(絵 カー ドにあ った行動を起 こし、

終了後 はそれをめ くって次の絵 に従 う。)

ウ ー連の動作が終了 した ら、自発的に絵 カー ドを教師に手渡 させ、報告 させ る。

※ 絵カー ドの種類は、

○ 道具 ・材料編 一包丁、まな板、手鍋等。

○ 動作編一 「包丁を洗 う」、 「まな板を洗 う」、 「お湯 を沸かす」、 「…豆腐を切 る」

等の動作を絵で表 した もの。

(3)指 導の実際

① 本時までの指導経過

「味噌汁作 り」の指導を始めた当初は、友達と協力 して作 るという展開だったため、手

が空いて しまった り、教師の指示な しには次の行動に移れなかったり、本児の課題が達成

されに くいとい うようすがみ られた。そ こで家庭 との話 し合いも加えて、ある動作を連続

して一一つの行動を組み立ててい くこと、そのために音声言語の指示に代わ る手段を活用す

ることを検討 し、絵カー ドを導入 した。

② 指 導案(指 導案4、 参照)

(4)ま とめ と今後の課題

意思の伝達を円滑に進めるためには、ボディラ ンゲージやカー ド等の視覚に訴える刺激は有

効な手段である。本児の場合は、音声言語による指示に代わ るコ ミュニケ.__.ションカー ドを導

入 したことで、その後の家庭での指導(買 い物や調理などの手伝いの場面で)に 応用 して もら

い、成果をあげて きている。 しか し、本事例に関 しては、今後検討を続けなければならない問

題が残 されている。

第一には、絵カー ドを本児が要求を提示す る際の手段 として用いるには、どう展開 していく
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か ということである。相手の意思を受けるだけでな く,自 己の考えて いることを伝えるという

意思の伝達の相互性を具現化す るためのカー ドの使用方法を本児に早急に習得 させる必要があ

る。第二には,本 児の意思の伝達能力を高め,よ り高次の指導のあり方を探 らな くてはな らな

い。それは,複 数の相手 との意思の伝達を図るためには,身 振 りだけでな く,共 通性の高いコ

ミュニケーション手段を習得 させることが不可欠 と考え られ るか らである。例えば,カ ー ドや

表 とい う手段の存続,絵 カー ドだけでな く文字の導入,さ らに,よ り直接的に本児のコ ミュニ

ケーション能力を高める指導の工夫である。

(指 導 案i4 精 神 薄 弱 養 護 学 校)

題 材 味噌汁作り

:題材設轟の由iま鯉 雛難 編 募購 朧 鴇 毒騰 薯嬬 論
庵 雛 瀞 があったため 材料や用具の糊 度も礁 して囎 汁

陣 のねらい
1枚 の絵カー ドに描かれている行動を終了 したら,た だちに自分でそ

れをめ くって次の絵 カー ドに描かれている行動 をす る

1

本
}導

!蹄

1誘

展

学

1習

一
指 導 内 容 主 な 活 動 教材 ・留意事項1時 間

入篠 鑛 醸の移軌 螺 峯窪蟹 響 誇讐磁 擁 真.轟i
15分

{位 置で活動開始す る。隙 豆腐などの材料1

1-一 一一丁瓢 槻 ながら
開iの 調理二 カー ドを見 なが ら,

道 具 ・材料 を揃 え,

さ らに調理 をす る。 皿
「

鮪

描
す

カ
を

に
了
絵
作

。

ド
完

の
動

る

楠
が
そ
る
す

力
作

,ぐ
示

絵
動

に
め
例

の
た
前
を
が

枚
れ
直
ド
員

一
か

る

一
教

　 ド ト

㌧ ゴ ∵確∵塾隷 器饗 …賜
評 倒8翻=糖 雰談 聴懲 覇庭繍甑

__」

V研 究 の ま とめ と今 後 の 課 題

養護 ・訓練の指導は,一 人一人の児童 ・生徒の障害の状態や発達,経 験等に即 して適切な課

題を個別に設定 し,指 導内容や方法 を選定することが基本である。 この基本に立ち,今 年度の

養護 ・訓練部会は,「 意思の伝達の状態を改善するための指導」という主題を設定 し,研 究を

進あた。事例研究を研究の中心に据え,そ の中か ら意思の伝達の発達段階に応 じた課題を抽出
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し,指 導計画を作成 し,指 導を進めてい く際に大切に しなければな らない点,障 害の状態の違

い等に応 じた工夫点などについて以下のように考察 した。

まず,基 本的な理解 として,意 思を相互に伝達させるためには,伝 え手 と受け手との両者の

間に共感関係が生まれていることが不可欠である。障害が重度であ る児童 ・生徒の意思の伝達

の状態は特にとらえに くいが,生 活や活動の場で表れるわずかな表情や身振 りでの表出を見逃

さずに観察 し,意 思を的確に受け止あ,生 徒に分か りやす い手段を用いて理解 したということ

を伝えることが大切である。また,こ のような事例では,安 定 した情緒の もとに表情 や身振 り

での意思の表出に意欲を持たせ る工夫が大切である。

表情や身振 り,態 度等での意思の伝達は可能だが,話 し言葉での相互の伝達が難 しい事例に

おいては,言 語発達の順序性を配慮 した指導法の工夫が大切である。話 し言葉には,話 された

途端にす ぐにその音声が消えて しま うという,記 憶す るにははなはだ不利な性質がある。 この

不利な点を補い,音 声言語による意思の伝達を高めるためには,課 題に注意を集中 させたり,

教師の言葉かけに耳を傾けさせたり,興 味 ・関心を持続 させたり,発 声 ・発語機能を向上 させ

た りす ることが大切であ る。例えば,音 声での理解を助けるための実物,写 真,絵 文字,文

章カー ドなどの視覚的教材を活用す るなど,事 物 と言葉,行 動 と言葉を結び付 ける指導方法の

工夫が必要である。

音声言語 により日常生活での意思の相互伝達が一応 は可能になって も,言 語による細かな心

情を理解 した り,自 分の経験を的確 に言語表現できるようになるためには,形 容詞な どの感情

表現や価値判断を含んだ言葉や助詞など,日 本語に固有の機能語などを習得 しなければな らな

い。そのためには,児 童 ・生徒の体験を基に した口頭作文や 日記指導などが有効である。 さら

に,言 葉で思考を組み立て,自 分の考えを言葉で表現できるよ うにす るためには,経 験を広め,

豊かに感 じる心を育ててい くことが大切である。

今年度の研究の大きな収穫の一つは,様 々な障害の状態にっいての事例を数多 く検討できた

ことである。現在,学 校には様々な障害を併せ有する児童 ・生徒が増加 している。これ らの児

童 ・生徒一人一人が意欲的に生活を送 り,自 発的な コミュニケーション活動を行えるようにす

るためには,他 障害の指導事例か らも指導内容 ・方法の工夫を学ぶ必要があ り,個 別に抽出 し

た指導時間の確保なども大切である。今後 とも,一 人一人の児童 ・生徒の意思の相互伝達の状

態に即 した個別指導計画を立て,適 切な指導内容 ・方法の工夫を積み重ねてい くことが大切で

ある。
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